
市政一般質問や定例会の内容など、
もっと詳しく知りたい方は
大村市議会のホームページをご覧ください。
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可読性の良い書体
を使用しています。

環境に配慮した植物油
インキを使用しています。

おおむら夏越まつりに参加しました。

市 議 会 だ よ り 編 集 後 記
　９月議会では令和6年度一般会計補正予算に対して、付帯決議が採択されました。市が社会福祉協議会に委託している福祉事業に関し、消費税が
かからないものとして処理されてきた過去５年分に対し、課税対象だったとのことで、市および社会福祉協議会でその責任に応じてそれぞれ、１,９００
万円、１,０００万円を負担するため、市の負担分が補正予算計上されました。
　予算決算委員会および厚生文教分科会で慎重な審査が行われました。この消費税相当額は、本来であれば市が負担すべきものであり、社会福祉
協議会を指導するべき立場にある市の責任は重い。全額市が負担すべきとの意見が大多数を占め、付帯決議がなされたものです。議会には予算の提
案権はありませんが、付帯決議を行うことで行政側に予算の計上を促すことができます。市の対応を期待します。　　　　　　　　　  （田中　秀和）
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今回の定例会は 6月12月

9月

◉市政一般質問  ２０名の議員が登壇し、市役所新庁舎、市民プール建設などについて議論◉市政一般質問  ２０名の議員が登壇し、市役所新庁舎、市民プール建設などについて議論

広報委員会 この広報紙は

　８月３日に開催された夏越まつり総踊りに「大村市議会連」として参加しました。1,000人を超える踊り手の皆さんと一緒に、
楽しく元気に踊りました。

● 委員長   水上  享     ● 副委員長  田中 秀和
● 委　員   久保 和幸　光山 千絵　高濵 広司　永山 真美　田中 博文
             古閑森 秀幸　山口 弘宣　村上 秀明

　 　
　

3月

表紙の写真は、8月８日に市議会議場において開催された、子ども議会の模様です。市内の小学生６名、中学生６名の計１２名が子ども議員として登壇し、市長をはじめ市の幹部に対し、
身近な問題からまちづくりに至るまで、幅広い分野について質問や提案を行いました。

本会議の様子を中継しています 大村市議会では、本会議の様子をさまざまなコンテンツで
中継しています。

おおむらケーブル
テレビ

11ch 76.3MHZ
FMおおむら

インターネット放送
（大村市議会ホームページ）

YouTube
公式チャンネル

当日の19時から
12chで再放送

一般質問のみ
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9月定例会

　市
民
が
お
花
見
を
楽
し
め
る
空

間
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　
１
６
４
億
７
，
６
２
６
万
円
を
増
額

す
る
令
和
６
年
度
大
村
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
な
ど
３
件
の
補
正

予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
け
る
分
科

会
で
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　経
済
建
設
分
科
会

＊
さ
く
ら
の
里
づ
く
り
事
業

（
概
要
）

　
熊
本
県
阿
蘇
郡
高
森
町
の
造
園
業
者

か
ら
、
桜
の
木
１
０
０
本
の
寄
贈
が
あ

り
、
市
内
の
公
園
や
広
場
へ
の
植
栽
を

行
い
、
市
民
が
お
花
見
を
楽
し
め
る
空

間
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
暑
さ
対
策
の
た
め
日
陰
を
確

保
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
樹

木
の
植
栽
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
。
総
合
運
動
公
園
の
ぼ
う

け
ん
広
場
に
植
栽
さ
れ
る
樹
木
の
樹
齢

は
ど
の
く
ら
い
の
も
の
で
、
何
本
植
栽

さ
れ
る
予
定
な
の
か
。
ま
た
、
植
栽
は

ど
の
辺
り
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
成
木
で
樹
高
が
４
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
樹
木
を
予
定
し
て
い

る
。
一
、
二
年
後
に
は
桜
は
咲
く
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
が
、
あ
る
程

度
枝
が
張
る
の
に
は
　
二
、
三
年
か
か

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
植

栽
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
ぼ
う
け
ん

広
場
の
真
ん
中
に
あ
る
ト
イ
レ
か
ら
南

側
の
園
路
沿
い
に
11
本
ほ
ど
植
え
ら
れ

る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
計

画
を
し
て
い
る
。
実
際
に
植
え
る
際
に

は
、
も
う
少
し
植
え
ら
れ
る
場
所
が
な

い
か
検
討
し
た
い
。

　総
務
分
科
会

＊
姉
妹
都
市
交
流
事
業

（
概
要
）

　
令
和
７
年
５
月
実
施
予
定
の
サ
ン
カ

ル
ロ
ス
市
へ
の
公
式
訪
問
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
、
公
式
訪
問
に
併
せ
、
大
村

市
民
一
般
訪
問
団
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て

お
り
、
令
和
６
年
度
内
に
旅
行
会
社
の

決
定
、
参
加
者
募
集
な
ど
事
前
準
備
に

一
定
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
債
務

負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
中
学
生
や
高
校
生
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

現
地
の
企
業
や
研
究
機
関
、
教
育
機
関

と
何
か
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
た
め
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
機
会
に
し

て
ほ
し
い
が
、
ど
う
か
。

　
今
回
の
公
式
訪
問
の
際
に
、

そ
う
い
っ
た
計
画
が
で
き
る
よ

う
交
渉
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　厚
生
文
教
分
科
会

＊
小
・
中
学
校
校
舎
等
整
備
事
業

（
概
要
）

　
学
校
の
照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る

工
事
お
よ
び
体
育
館
の
外
部
へ
冷
水
器

を
設
置
す
る
た
め
の
実
施
設
計
を
行
う

も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
市
内
21
小
中
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
が
完
了
す
る
の
は
い
つ
か
。

　
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
工

事
が
近
い
学
校
に
つ
い
て
は
、

長
寿
命
化
工
事
の
中
で
行
い
、
そ
れ
以

外
の
学
校
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度

ま
で
に
完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　福
重
小
学
校
の
校
舎
建
て
替
え

工
事
に
係
る
契
約
の
変
更
を
行
い

ま
す

　
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
大
村
市
立
福
重
小
学
校
校
舎
改
築
建

築
工
事
）
な
ど
、
13
件
の
議
決
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　厚
生
文
教
委
員
会

＊
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
大
村
市
立
福
重
小
学
校
校
舎
改
築
建

築
工
事
）

（
概
要
）

　
現
在
建
て
替
え
を
行
っ
て
い
る
福
重

小
学
校
校
舎
の
建
築
工
事
に
お
い
て
、

工
事
に
必
要
な
資
材
の
納
期
が
遅
延
す

る
と
と
も
に
、
当
初
想
定
し
て
い
た
作

業
人
員
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

竣
工
期
限
を
令
和
６
年
12
月
10
日
か
ら

令
和
７
年
２
月
７
日
に
変
更
す
る
も

の
。

（
審
査
内
容
）

　
竣
工
期
限
が
約
２
カ
月
延
び

る
が
、
新
校
舎
へ
の
引
っ
越
し

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
影
響
は
な
い
か
。

　
卒
業
式
な
ど
の
学
校
行
事
に

影
響
は
な
い
が
、
６
年
生
に
少

し
で
も
長
く
新
し
い
校
舎
で
過
ご
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
現
在
調
整
を
行
っ
て

い
る
。

　
２
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
所
管
の

常
任
委
員
会
で
紹
介
議
員
か
ら
趣
旨
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
請
願
者
か
ら

意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
内
容
を
検
討
し

ま
し
た
。
１
件
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
１

件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

●
国
に
対
し
、「
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ

地
区
に
お
け
る
人
道
的
状
況
の
改
善

と
即
時
停
戦
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
請
願…

取
り
下
げ

●
国
に
対
し
、「
米
兵
の
性
的
暴
行
に

厳
重
に
抗
議
し
、
日
米
政
府
に
対
策

を
強
く
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を

求
め
る
請
願…

不
採
択

　
２
件
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
所
管

の
常
任
委
員
会
で
検
討
し
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

●
母
が
中
国
で
不
法
に
逮
捕
さ
れ
て
い

る
件
に
関
す
る
陳
情

●
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為
の

実
態
調
査
を
求
め
る
陳
情

補
正
予
算

議
決

陳
情

請
願

Q

Q

A

A

QA

QA

9 月 定 例 会

令
和
６
年
度
の
補
正
予
算
の
ほ
か
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
や
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
な
ど
22
議
案
を
可
決
・

同
意
・
承
認
し
ま
し
た
。
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月
10
日
か
ら

令
和
７
年
２
月
７
日
に
変
更
す
る
も

の
。

（
審
査
内
容
）

　
竣
工
期
限
が
約
２
カ
月
延
び

る
が
、
新
校
舎
へ
の
引
っ
越
し

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
影
響
は
な
い
か
。

　
卒
業
式
な
ど
の
学
校
行
事
に

影
響
は
な
い
が
、
６
年
生
に
少

し
で
も
長
く
新
し
い
校
舎
で
過
ご
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
現
在
調
整
を
行
っ
て

い
る
。

　
２
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
所
管
の

常
任
委
員
会
で
紹
介
議
員
か
ら
趣
旨
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
請
願
者
か
ら

意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
内
容
を
検
討
し

ま
し
た
。
１
件
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
１

件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

●
国
に
対
し
、「
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ

地
区
に
お
け
る
人
道
的
状
況
の
改
善

と
即
時
停
戦
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
請
願…

取
り
下
げ

●
国
に
対
し
、「
米
兵
の
性
的
暴
行
に

厳
重
に
抗
議
し
、
日
米
政
府
に
対
策

を
強
く
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を

求
め
る
請
願…

不
採
択

　
２
件
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
所
管

の
常
任
委
員
会
で
検
討
し
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

●
母
が
中
国
で
不
法
に
逮
捕
さ
れ
て
い

る
件
に
関
す
る
陳
情

●
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為
の

実
態
調
査
を
求
め
る
陳
情

補
正
予
算

議
決

陳
情

請
願

Q

Q

A

A

QA

QA

9 月 定 例 会

令
和
６
年
度
の
補
正
予
算
の
ほ
か
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
や
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
な
ど
22
議
案
を
可
決
・

同
意
・
承
認
し
ま
し
た
。
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決算審査

令
和
５
年
度

　
９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
を
認
定

し
た
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
事
業
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

な
ど
10
の
特
別
・
企
業
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
な
ど
４
会
計
の
利
益
剰
余
金
処
分
を
可
決
し

ま
し
た
。

決
算
審
査

一般会計決算の概要　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算
に
お
け

る
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
・
意
見
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
企
画
政
策
部

＊
大
学
誘
致
推
進
事
業

　
今
後
の
大
学
誘
致
の
方
向
性

と
し
て
は
、
積
極
的
に
何
が
何

で
も
取
り
に
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で

は
な
い
と
思
う
が
、
次
年
度
の
予
算
編

成
に
お
い
て
、
大
学
等
の
誘
致
に
係
る

予
算
を
編
成
す
る
方
針
は
な
い
と
考
え

て
よ
い
か
。

　
外
部
の
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
い
る
が
、
令
和
６
年
11
月

ま
で
の
期
間
と
な
っ
て
お
り
、
現
段
階

で
は
期
間
の
延
長
等
は
考
え
て
い
な
い

た
め
、
そ
の
委
員
の
報
酬
等
も
発
生
し

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の

調
査
等
の
委
託
に
つ
い
て
も
現
段
階
で

は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
総
務
部

＊
災
害
復
興
支
援
事
業

　
被
災
地
へ
派
遣
さ
れ
た
職
員

に
対
し
、
今
後
の
施
策
に
反
映

す
る
部
分
が
あ
る
か
な
ど
の
聞
き
取
り

を
し
て
い
る
の
か
。

　
部
課
長
に
よ
る
個
別
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
は
し
て
い
な
い
が
、
職

員
の
報
告
書
等
を
通
じ
、
市
長
等
へ
の

報
告
を
行
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
も

の
を
ま
と
め
、
今
後
の
市
の
災
害
対
策

に
し
っ
か
り
反
映
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

　
福
祉
保
健
部

＊
自
殺
対
策
事
業

　「
命
と
心
の
相
談
窓
口
」
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
は
何
回
線
あ
る
の

か
、
ま
た
１
回
の
電
話
に
つ
き
対
応
時

間
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
。

　
回
線
数
に
つ
い
て
は
、
１
回

線
で
あ
る
。
１
回
の
電
話
に
つ

き
、
お
お
む
ね
30
分
程
度
で
あ
る
が
、

長
い
場
合
に
は
２
時
間
ほ
ど
対
応
す
る

こ
と
も
あ
る
。

　
教
育
委
員
会

＊
学
校
適
応
指
導
教
室
運
営

　事
業　

学
校
に
行
け
な
い
児
童
生
徒

に
対
し
、
集
団
生
活
や
学
校
生

活
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
あ
お
ば
教
室

で
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
指
導

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
基
本
的
に
時
間
割
を
設
定

し
、
大
体
１
日
４
時
間
の
コ
マ

で
学
校
生
活
と
同
じ
よ
う
な
形
で
学
習

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
週
に
１
回
は

通
っ
て
い
る
児
童
生
徒
全
員
で
、
シ
ー

ハ
ッ
ト
で
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
る
。

　
産
業
振
興
部

＊
観
光
施
設
対
策
事
業

　
松
原
海
水
浴
場
の
利
用
者
数

が
令
和
３
年
か
ら
少
し
ず
つ

減
っ
て
き
て
い
る
が
、
市
庁
舎
建
設
に

伴
い
市
民
プ
ー
ル
が
取
り
壊
さ
れ
、
泳

ぐ
と
こ
ろ
が
な
く
な
る
た
め
、来
年
度
、

松
原
海
水
浴
場
の
利
用
者
数
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
昨
年
度
の
台
風
で
休
憩
所
の

テ
ン
ト
が
一
部
被
害
を
受
け
て

い
る
の
で
、
日
よ
け
対
策
と
い
う
こ
と

で
テ
ン
ト
の
延
長
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
来
年
度
は
来
場
者
数
が
増
え
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
シ
ャ
ワ
ー
施
設
や
付

属
の
施
設
を
拡
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
予
算
編
成
時
期
に
な
る
の
で
、

市
民
プ
ー
ル
の
利
用
者
数
な
ど
の
確
認

や
財
政
部
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
、
来

年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
都
市
整
備
部

＊
公
園
再
整
備
事
業

　
岳
ノ
木
場
公
園
や
赤
佐
古
公

園
な
ど
の
遊
具
が
更
新
さ
れ
て

い
る
が
、
市
内
の
公
園
の
遊
具
等
の
整

備
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
令
和
５
年
度
の
更
新
で
、
使

用
を
禁
止
し
て
い
た
遊
具
に
つ

い
て
は
全
て
解
消
し
て
い
る
。
今
年
度

の
業
務
で
遊
具
の
詳
細
な
点
検
を
実
施

す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
判
定
に
基
づ

き
事
業
計
画
を
立
て
、
更
新
を
進
め
て

い
く
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

699億6,158万円
歳　入

前年度比 7.8％増
《主な増加内容》
固定資産税、モーターボートレース事業収入

《主な増加内容》
総務費（市庁舎建設整備基金積立金）、
教育費（小・中学校施設長寿命化計画推進事業）

676億8,502万円
前年度比 9.3％増

市税
131億2,573万円

繰入金
48億7,010万円
繰入金
48億7,010万円

その他収入
214億4,668万円
その他収入
214億4,668万円地方交付税

68億4,254万円
地方交付税
68億4,254万円

譲与税・交付金
32億4,733万円
譲与税・交付金
32億4,733万円

国・県支出金
176億520万円
国・県支出金
176億520万円

市債
28億2,400万円
市債
28億2,400万円

人件費
58億294万円
人件費
58億294万円

扶助費
172億4,085万円
扶助費
172億4,085万円

公債費
38億6,516万円
公債費
38億6,516万円

投資的経費
72億3,201万円
投資的経費
72億3,201万円

物件費
63億3,583万円
物件費
63億3,583万円

補助費等 
56億871万円
補助費等 
56億871万円

繰出金
34億4,669万円
繰出金
34億4,669万円

その他
181億5,283万円
その他
181億5,283万円

歳入 歳出

QA

QAQA

QQ A

QA A

歳　出

特　別　会　計 歳　　入 歳　　出

国民健康保険事業 97億6,654万円 97億6,218万円

後期高齢者医療事業 12億434万円 12億101万円

介護保険事業
保険事業勘定 76億7,392万円 75億4,978万円

介護サービス事業勘定 7,740万円 7,740万円

工業団地整備事業 3億2,606万円 3億2,606万円

企　業　会　計 収　　入 支　　出

病院事業決算
収益的 5億102万円 4億3,625万円

資本的 6億3,784万円 6億3,817万円

競艇事業決算
収益的 2,014億8,066万円 1,858億1,561万円

資本的 1,320万円 31億772万円

水道事業決算
収益的 22億7,461万円 18億8,151万円

資本的 8億982万円 19億8,402万円

工業用水道事業決算
収益的 2億5,088万円 2億7,221万円

資本的 2億3,222万円 2億5,680万円

下水道事業決算
収益的 28億6,568万円 23億1,912万円

資本的 8億6,880万円 21億1,152万円

農業集落排水事業決算
収益的 3億9,063万円 3億5,159万円

資本的 1億3,313万円 2億4,892万円
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引
き
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検
討
し
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た
い
。

　
都
市
整
備
部

＊
公
園
再
整
備
事
業

　
岳
ノ
木
場
公
園
や
赤
佐
古
公

園
な
ど
の
遊
具
が
更
新
さ
れ
て

い
る
が
、
市
内
の
公
園
の
遊
具
等
の
整

備
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
令
和
５
年
度
の
更
新
で
、
使

用
を
禁
止
し
て
い
た
遊
具
に
つ

い
て
は
全
て
解
消
し
て
い
る
。
今
年
度

の
業
務
で
遊
具
の
詳
細
な
点
検
を
実
施

す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
判
定
に
基
づ

き
事
業
計
画
を
立
て
、
更
新
を
進
め
て

い
く
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

699億6,158万円
歳　入

前年度比 7.8％増
《主な増加内容》
固定資産税、モーターボートレース事業収入

《主な増加内容》
総務費（市庁舎建設整備基金積立金）、
教育費（小・中学校施設長寿命化計画推進事業）

676億8,502万円
前年度比 9.3％増

市税
131億2,573万円

繰入金
48億7,010万円
繰入金
48億7,010万円

その他収入
214億4,668万円
その他収入
214億4,668万円地方交付税

68億4,254万円
地方交付税
68億4,254万円

譲与税・交付金
32億4,733万円
譲与税・交付金
32億4,733万円

国・県支出金
176億520万円
国・県支出金
176億520万円

市債
28億2,400万円
市債
28億2,400万円

人件費
58億294万円
人件費
58億294万円

扶助費
172億4,085万円
扶助費
172億4,085万円

公債費
38億6,516万円
公債費
38億6,516万円

投資的経費
72億3,201万円
投資的経費
72億3,201万円

物件費
63億3,583万円
物件費
63億3,583万円

補助費等 
56億871万円
補助費等 
56億871万円

繰出金
34億4,669万円
繰出金
34億4,669万円

その他
181億5,283万円
その他
181億5,283万円

歳入 歳出

QA

QAQA

QQ A

QA A

歳　出

特　別　会　計 歳　　入 歳　　出

国民健康保険事業 97億6,654万円 97億6,218万円

後期高齢者医療事業 12億434万円 12億101万円

介護保険事業
保険事業勘定 76億7,392万円 75億4,978万円

介護サービス事業勘定 7,740万円 7,740万円

工業団地整備事業 3億2,606万円 3億2,606万円

企　業　会　計 収　　入 支　　出

病院事業決算
収益的 5億102万円 4億3,625万円

資本的 6億3,784万円 6億3,817万円

競艇事業決算
収益的 2,014億8,066万円 1,858億1,561万円

資本的 1,320万円 31億772万円

水道事業決算
収益的 22億7,461万円 18億8,151万円

資本的 8億982万円 19億8,402万円

工業用水道事業決算
収益的 2億5,088万円 2億7,221万円

資本的 2億3,222万円 2億5,680万円

下水道事業決算
収益的 28億6,568万円 23億1,912万円

資本的 8億6,880万円 21億1,152万円

農業集落排水事業決算
収益的 3億9,063万円 3億5,159万円

資本的 1億3,313万円 2億4,892万円



賛否が分かれた議案と審議結果 ※賛否が分かれた議案のみ掲載しています。

議員別賛否一覧表 （〇は賛成　×は反対　城幸太郎議長は採決に加わらない）

社会福祉協議会との契約はすでに完了しており、その後に判明した消費税であることから、市と
してどのように負担すればよいか顧問弁護士に相談したところ、契約上、市は税込み表記がある
としながらも、全ての経費に消費税相当額が加算されているか確認を行わなかったこと、社会福
祉協議会は税込み表記はしているが、一部の経費には消費税額を含まず算出し、かつ申告もして
いないことから、お互いに落ち度があるとし、社会福祉協議会の財政状況も考慮しながら、税込
みで契約を行っている事業については、市と社会福祉協議会が協議して負担割合を決めていかれ
たらどうかとの見解であった。それを踏まえ、社会福祉協議会も顧問弁護士などに相談をされ、
双方の負担割合について協議を行い、５対５で合意に至った。

　第70号議案令和6年度大村市一般会計補正予算（第2号）に計上された、大村市社会福祉協議会への委託事業に
係る消費税の取り扱い誤りに伴い判明した社会福祉協議会の未申告消費税額を契約の状況等に応じた市負担分として
増額する「社会福祉協議会運営費補助事業」について所管分科会、一般会計予算決算委員会および本会議において
さまざまな議論が交わされました。議論の経過については、以下のとおりです。

令和6年度大村市一般会計補正予算（第2号）に対する付帯決議を行いました令和6年度大村市一般会計補正予算（第2号）に対する付帯決議を行いました

Ｑ
A

議案番号 件　　　名 審議結果

会派名 進風おおむら みらいの風 誠和会 知音会 公明党 おおむら
次世代

　
　
賛

成

　
　
反

対

議員名 

議案番号

7 市議会だよりおおむら 6市議会だよりおおむら

令和５年度大村市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定第73号議案

令和５年度大村市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定第76号議案

令和５年度大村市水道事業の利益剰余金処分の議決及び決算の
認定について

原案可決及び
認定第80号議案

国に対し、「米兵の性的暴行に厳重に抗議し、日米政府に対策を
強く求める意見書」の提出を求める請願 不採択請願第4号

住民票の正確かつ統一的な記載を求める決議 原案否決議会第2号議案
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長
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 22 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 22 1

○

× × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × ○ ○ ○

○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 22 1

4 19

7 16

第73号議案

第76号議案

第80号議案

請願第4号

議会第2号議案

　令和６年度大村市一般会計補正予算（第２号）中、福祉総務課所管の社会福祉協議会運営費補助
事業において、令和元年度から令和５年度までの委託事業に係る人件費相当分の未払い消費税２，９
７６万３，５７５円のうち、社会福祉協議会と締結した契約書に、非課税事業と誤認し税込みの表記が
なかった分については全額を、人件費に消費税を加算せず税込みの表記があった分については半額
を市が負担するものとして、計１，９２８万６，８５３円が計上された。
　残りの１，０４７万６，７２２円については、契約書に税込みとの表記がなされていたとのことで、半分
は社会福祉協議会が負担すべきものとして予算計上はなされていない。
　社会福祉協議会は、大村市の誰もが安心して暮らせるまちづくりを支える社会福祉団体であり、
本市と共に福祉行政の一翼を担っている。
　また、収入の８４％が受託金・補助金で、支出の８３％が人件費となっており、財政状況も厳しい状
況にある。
　委員会審査の中で、税込みとの表記がなされていた契約については、誤記であり消費税分は含ま
れていなかったことが明らかとなった。
　また、市は令和元年度に大村市監査委員から要確認との指導を受けながらも、税務署への確認を
せず今年度まで慣例的に契約を行ってきている。
　審査の中で、市も税込みの表記は誤記であったことを認めており、本来の在り方に立ちかえり、消
費税を支払うべき市が全額負担するべきものと判断するものである。
　今後も市と社会福祉協議会との良好な関係の中で、大村市の福祉政策が円滑に行われるよう願
うものである。
　以上を踏まえ、市に対し、社会福祉協議会が申告・納付すべき消費税相当額の全額を市が負担す
る予算計上を求めるものである。

市と社会福祉協議会の負担割合について、どのように決定したのか。
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案
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付
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決
議
。法
的
拘
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力
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い
が
、政
治
的
に
尊
重
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る
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き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

厚 生 文 教 分 科 会

第７０号議案令和６年度大村市一般会計補正予算（第２号）に対する付帯決議

★採決の結果、付帯決議案は全会一致で可決されました。

本会議 　採決の結果、令和6年度大村市一般会計補正予算（第2号）は全会一致で可決
されましたが、その後、7名の議員から以下の付帯決議案が提出されました。

注1



賛否が分かれた議案と審議結果 ※賛否が分かれた議案のみ掲載しています。

議員別賛否一覧表 （〇は賛成　×は反対　城幸太郎議長は採決に加わらない）

社会福祉協議会との契約はすでに完了しており、その後に判明した消費税であることから、市と
してどのように負担すればよいか顧問弁護士に相談したところ、契約上、市は税込み表記がある
としながらも、全ての経費に消費税相当額が加算されているか確認を行わなかったこと、社会福
祉協議会は税込み表記はしているが、一部の経費には消費税額を含まず算出し、かつ申告もして
いないことから、お互いに落ち度があるとし、社会福祉協議会の財政状況も考慮しながら、税込
みで契約を行っている事業については、市と社会福祉協議会が協議して負担割合を決めていかれ
たらどうかとの見解であった。それを踏まえ、社会福祉協議会も顧問弁護士などに相談をされ、
双方の負担割合について協議を行い、５対５で合意に至った。

　第70号議案令和6年度大村市一般会計補正予算（第2号）に計上された、大村市社会福祉協議会への委託事業に
係る消費税の取り扱い誤りに伴い判明した社会福祉協議会の未申告消費税額を契約の状況等に応じた市負担分として
増額する「社会福祉協議会運営費補助事業」について所管分科会、一般会計予算決算委員会および本会議において
さまざまな議論が交わされました。議論の経過については、以下のとおりです。

令和6年度大村市一般会計補正予算（第2号）に対する付帯決議を行いました令和6年度大村市一般会計補正予算（第2号）に対する付帯決議を行いました
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議案番号 件　　　名 審議結果

会派名 進風おおむら みらいの風 誠和会 知音会 公明党 おおむら
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反
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議案番号

7 市議会だよりおおむら 6市議会だよりおおむら

令和５年度大村市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定第73号議案

令和５年度大村市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定第76号議案

令和５年度大村市水道事業の利益剰余金処分の議決及び決算の
認定について

原案可決及び
認定第80号議案

国に対し、「米兵の性的暴行に厳重に抗議し、日米政府に対策を
強く求める意見書」の提出を求める請願 不採択請願第4号

住民票の正確かつ統一的な記載を求める決議 原案否決議会第2号議案
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第73号議案

第76号議案

第80号議案

請願第4号

議会第2号議案

　令和６年度大村市一般会計補正予算（第２号）中、福祉総務課所管の社会福祉協議会運営費補助
事業において、令和元年度から令和５年度までの委託事業に係る人件費相当分の未払い消費税２，９
７６万３，５７５円のうち、社会福祉協議会と締結した契約書に、非課税事業と誤認し税込みの表記が
なかった分については全額を、人件費に消費税を加算せず税込みの表記があった分については半額
を市が負担するものとして、計１，９２８万６，８５３円が計上された。
　残りの１，０４７万６，７２２円については、契約書に税込みとの表記がなされていたとのことで、半分
は社会福祉協議会が負担すべきものとして予算計上はなされていない。
　社会福祉協議会は、大村市の誰もが安心して暮らせるまちづくりを支える社会福祉団体であり、
本市と共に福祉行政の一翼を担っている。
　また、収入の８４％が受託金・補助金で、支出の８３％が人件費となっており、財政状況も厳しい状
況にある。
　委員会審査の中で、税込みとの表記がなされていた契約については、誤記であり消費税分は含ま
れていなかったことが明らかとなった。
　また、市は令和元年度に大村市監査委員から要確認との指導を受けながらも、税務署への確認を
せず今年度まで慣例的に契約を行ってきている。
　審査の中で、市も税込みの表記は誤記であったことを認めており、本来の在り方に立ちかえり、消
費税を支払うべき市が全額負担するべきものと判断するものである。
　今後も市と社会福祉協議会との良好な関係の中で、大村市の福祉政策が円滑に行われるよう願
うものである。
　以上を踏まえ、市に対し、社会福祉協議会が申告・納付すべき消費税相当額の全額を市が負担す
る予算計上を求めるものである。

市と社会福祉協議会の負担割合について、どのように決定したのか。
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第７０号議案令和６年度大村市一般会計補正予算（第２号）に対する付帯決議

★採決の結果、付帯決議案は全会一致で可決されました。

本会議 　採決の結果、令和6年度大村市一般会計補正予算（第2号）は全会一致で可決
されましたが、その後、7名の議員から以下の付帯決議案が提出されました。

注1



生活・環境 生活・環境

防犯・防災

9 市議会だよりおおむら 8市議会だよりおおむら

市政一般質問

　市内各所には、崩落危険がある箇所が見受けられ
ると思うが、現在ある県・市の急傾斜地に対応する事
業については、認定要件が厳しいので、新たに市独自
で崩落危険性箇所緊急対策事業等を立ち上げて大事
故を未然に防ぐ対策が必要であると考えるが、見解を
尋ねる。

　崩落の危険がある個人所有ののり面対
策については、原則として所有者で対応す

るべきと考えている。しかし、採択要件に合わない
場合は、個人や地区で対応するには経済的に困難
であることも考えられる。そのため、崖下に他の住
居または道路、公園の公共施設などがある場合な
ど、崩壊により第三者への被害が想定される場合
において、助成などの対応ができない
か、他市の実施状況や課題を整理し、
事業化に向けて検討をしていく。

答

崩落危険性のある
急傾斜地について

　八女市を行政視察したところ、地域デジタル通貨「まち
のコイン」を導入し、体験活動で獲得したコインを使用し
て市民が交流できるスペースで無料の八女茶を飲み、語
り合い、雑誌を読み、チャレンジショップを出店していた。
大村市民の憩いの場、観光客増加と学生が大村の歴史を
学ぶために大村市でも企画できないか。

　本市では令和６年３月にポータルアプリ「お
むすび。」と、デジタル地域通貨｢ゆでぴ｣をリ

リースしている。｢ゆでぴ｣は、地域経済の活性化のみ
ならず、市民参加型のまちづくりを目指して創設した
もので、これまで市民大清掃等のイベントやボラン
ティアに参加した方にゆでぴポイントを付与してお
り、今後もさまざまな場面での付与を計画している。
市としては、新たなコインを導入するのではなく、「お
むすび。」と｢ゆでぴ｣を活用したつなが
りやにぎわいを創出していきたいと考え
ている。八女市の拠点づくりなどの取り
組みについては今後の参考にしたい。

答

「まちのコイン」と
ふれあいスペースの設置

　県は令和９年度中の供用開始を目標に、長崎県動物愛
護管理センター（仮称）を整備することとしているが、施設
の概要や組織体制について尋ねる。また、収容動物との
触れ合いの場として愛護精神の醸成も目指しているが、
業務の内容を尋ねる。

　収容機能、治療・健康管理機能、啓発機能、動物
の健康管理や触れ合いの場とする運動場などの

機能のほか、ドッグランなどの運用にも柔軟に対応できる
よう、フレキシブルな施設とすることが県の整備基本計画
に盛り込まれており、県と民間事業者が適切な役割分担
と連携の下で行っていくこととされている。現在のアニマ
ルポートセンターの業務に加え、施設の機能を十分に活
用することで、人と動物の関わりを豊かなものとし、交流
と連携を生むような事業、譲渡会の推進や動物との触れ
合いの場の提供、命の尊さを学ぶセミナー
や、災害訓練の実施、民間事業者から提案
される独自の事業など、これまでにはない
新しい事業の展開が期待されている。

答

動物愛護管理センター
（仮称）について

生活・環境

生活・環境 生活・環境

福祉・医療・保健

　新市民プールの案にスライダーの記載がないが、市
民からの要望も多い。現在の市民プール案では経済
波及効果もあまり期待できないので競艇と絡めて、現
在の市民プールと遜色のない、他の自治体にはないよ
うな特色のあるプールを競艇周りに建設してみてはど
うか。

　スライダーについては、多くの方に利用され
ており、大変人気があることは承知している

が、年間40日ほどしか利用できないスライダーを現
在と同じレベルで整備することは難しいと考えてい
る。これまでもボートレース大村で競走水面を活用し
たバナナボートなど、さまざまなレジャーの催物を開
催してきたため、さらに競艇と親和性のあるような、
その場で楽しめるレジャーをボートレース大村の中で
も提供していきたい。新たなプール施設
についても夏場のレジャーとして楽しめ
るように移動式のアスレチックプールの
設置を含め、考えていきたい。

答

新市民プールの
建設について

　実証実験として藻場の再生に向けた事業である大
村湾ＳＤＧｓプロジェクトは環境省の環境技術実証事業
ＥＴＶの認証も受けられると聞いており国も成果を認
めているということだ。企業版ふるさと納税を活用し
た1,000万円ではわずか200平方メートルしか実施
できない。本格的な取り組みに向けて寄付に頼らない
予算措置をすべきだ。

　本事業はこれまで複数年取り組んできてい
るため、事業効果をしっかりと検証して事業と

して継続するための予算を一定額準備することは必
要であるという認識を持っている。今後の取り組みに
ついては、これまでの事業効果を踏まえながら、ブ
ルーカーボンクレジットの認証に伴うクレジット売却
益の活用、企業版ふるさと納税制度が延長とならな
かった場合には、従来からの大村市ふる
さとづくり寄附の活用も含め、関係部局
と協議を行いながら事業の継続に取り
組んでいきたい。

答

藻場再生に向けた
予算の充実を求める

　就労移行支援事業に取り組んでいる事業所と利用者
はどのくらいか、そのうち何名が一般就労に移行された
か尋ねる。また、積極的に障がい者雇用に取り組む企業
等に対してインセンティブはないのか。今後の障がい者
就労支援の取り組みについての考えを尋ねる。

　令和６年７月末現在で休止中を除き、事業
所数は４カ所、決定利用者数は29名、令和５

年度に就労移行支援事業から一般就労された方は
14名である。本市では、市が発注する工事のうち、
一定の条件のものについて障がい者雇用など、社会
貢献活動を実施する事業者に限定して、入札に参加
していただくインセンティブ発注を令和４年度から試
行的に実施しており、令和７年度から本格実施する。
今後の予定としては、企業と障がいのある方をつな
ぐイベントの開催を検討しており、今後
も就労に関してどのような取り組みが
必要かなど協議を進めていきたい。

答

障がい者への
就労支援について

　野良猫に去勢、不妊手術を施し、餌やりやトイレの
ルールを定めて管理する地域猫活動は、住民と野良猫
の共生を図る重要な取り組みである。これとは異なる
単なる餌やりが市内で横行している。この単なる餌や
り行為と地域猫活動が混同されないように活動中で
あることを目に見えて明確に区別できるようにできな
いか。

　現在、シーハットおおむらでのボランティ
アによる活動においては、単なる餌やりをさ

れている方との区別がつくように、ピンク色のビ
ブスを着用して活動してもらっている。地域猫活
動についても、そのような取り組みができないか、
県央保健所と相談していく。

答

地域猫活動と単なる
餌やりに明確な区別を

９月定例会では、20名の議員が質問を
行いました。主な内容をご紹介します。
（QRコードから各議員の一般質問の動画がご覧いただけます。）

● 索  引 ●
防犯・防災
生活・環境
福祉・医療・保健
産業・経済・労働

p8
p8～9
p9～11
p11～12

一般
教育・文化・スポーツ
都市整備
行財政・一般

p12～13
p14
p15～18

市政
質問

山口 弘宣 議員

髙見 龍也 議員久保 和幸 議員

竹森    学 議員中村 仁飛 議員

里脇 清隆 議員久保 和幸 議員



生活・環境 生活・環境

防犯・防災

9 市議会だよりおおむら 8市議会だよりおおむら

市政一般質問

　市内各所には、崩落危険がある箇所が見受けられ
ると思うが、現在ある県・市の急傾斜地に対応する事
業については、認定要件が厳しいので、新たに市独自
で崩落危険性箇所緊急対策事業等を立ち上げて大事
故を未然に防ぐ対策が必要であると考えるが、見解を
尋ねる。

　崩落の危険がある個人所有ののり面対
策については、原則として所有者で対応す

るべきと考えている。しかし、採択要件に合わない
場合は、個人や地区で対応するには経済的に困難
であることも考えられる。そのため、崖下に他の住
居または道路、公園の公共施設などがある場合な
ど、崩壊により第三者への被害が想定される場合
において、助成などの対応ができない
か、他市の実施状況や課題を整理し、
事業化に向けて検討をしていく。

答

崩落危険性のある
急傾斜地について

　八女市を行政視察したところ、地域デジタル通貨「まち
のコイン」を導入し、体験活動で獲得したコインを使用し
て市民が交流できるスペースで無料の八女茶を飲み、語
り合い、雑誌を読み、チャレンジショップを出店していた。
大村市民の憩いの場、観光客増加と学生が大村の歴史を
学ぶために大村市でも企画できないか。

　本市では令和６年３月にポータルアプリ「お
むすび。」と、デジタル地域通貨｢ゆでぴ｣をリ

リースしている。｢ゆでぴ｣は、地域経済の活性化のみ
ならず、市民参加型のまちづくりを目指して創設した
もので、これまで市民大清掃等のイベントやボラン
ティアに参加した方にゆでぴポイントを付与してお
り、今後もさまざまな場面での付与を計画している。
市としては、新たなコインを導入するのではなく、「お
むすび。」と｢ゆでぴ｣を活用したつなが
りやにぎわいを創出していきたいと考え
ている。八女市の拠点づくりなどの取り
組みについては今後の参考にしたい。

答

「まちのコイン」と
ふれあいスペースの設置

　県は令和９年度中の供用開始を目標に、長崎県動物愛
護管理センター（仮称）を整備することとしているが、施設
の概要や組織体制について尋ねる。また、収容動物との
触れ合いの場として愛護精神の醸成も目指しているが、
業務の内容を尋ねる。

　収容機能、治療・健康管理機能、啓発機能、動物
の健康管理や触れ合いの場とする運動場などの

機能のほか、ドッグランなどの運用にも柔軟に対応できる
よう、フレキシブルな施設とすることが県の整備基本計画
に盛り込まれており、県と民間事業者が適切な役割分担
と連携の下で行っていくこととされている。現在のアニマ
ルポートセンターの業務に加え、施設の機能を十分に活
用することで、人と動物の関わりを豊かなものとし、交流
と連携を生むような事業、譲渡会の推進や動物との触れ
合いの場の提供、命の尊さを学ぶセミナー
や、災害訓練の実施、民間事業者から提案
される独自の事業など、これまでにはない
新しい事業の展開が期待されている。

答

動物愛護管理センター
（仮称）について

生活・環境

生活・環境 生活・環境

福祉・医療・保健

　新市民プールの案にスライダーの記載がないが、市
民からの要望も多い。現在の市民プール案では経済
波及効果もあまり期待できないので競艇と絡めて、現
在の市民プールと遜色のない、他の自治体にはないよ
うな特色のあるプールを競艇周りに建設してみてはど
うか。

　スライダーについては、多くの方に利用され
ており、大変人気があることは承知している

が、年間40日ほどしか利用できないスライダーを現
在と同じレベルで整備することは難しいと考えてい
る。これまでもボートレース大村で競走水面を活用し
たバナナボートなど、さまざまなレジャーの催物を開
催してきたため、さらに競艇と親和性のあるような、
その場で楽しめるレジャーをボートレース大村の中で
も提供していきたい。新たなプール施設
についても夏場のレジャーとして楽しめ
るように移動式のアスレチックプールの
設置を含め、考えていきたい。

答

新市民プールの
建設について

　実証実験として藻場の再生に向けた事業である大
村湾ＳＤＧｓプロジェクトは環境省の環境技術実証事業
ＥＴＶの認証も受けられると聞いており国も成果を認
めているということだ。企業版ふるさと納税を活用し
た1,000万円ではわずか200平方メートルしか実施
できない。本格的な取り組みに向けて寄付に頼らない
予算措置をすべきだ。

　本事業はこれまで複数年取り組んできてい
るため、事業効果をしっかりと検証して事業と

して継続するための予算を一定額準備することは必
要であるという認識を持っている。今後の取り組みに
ついては、これまでの事業効果を踏まえながら、ブ
ルーカーボンクレジットの認証に伴うクレジット売却
益の活用、企業版ふるさと納税制度が延長とならな
かった場合には、従来からの大村市ふる
さとづくり寄附の活用も含め、関係部局
と協議を行いながら事業の継続に取り
組んでいきたい。

答

藻場再生に向けた
予算の充実を求める

　就労移行支援事業に取り組んでいる事業所と利用者
はどのくらいか、そのうち何名が一般就労に移行された
か尋ねる。また、積極的に障がい者雇用に取り組む企業
等に対してインセンティブはないのか。今後の障がい者
就労支援の取り組みについての考えを尋ねる。

　令和６年７月末現在で休止中を除き、事業
所数は４カ所、決定利用者数は29名、令和５

年度に就労移行支援事業から一般就労された方は
14名である。本市では、市が発注する工事のうち、
一定の条件のものについて障がい者雇用など、社会
貢献活動を実施する事業者に限定して、入札に参加
していただくインセンティブ発注を令和４年度から試
行的に実施しており、令和７年度から本格実施する。
今後の予定としては、企業と障がいのある方をつな
ぐイベントの開催を検討しており、今後
も就労に関してどのような取り組みが
必要かなど協議を進めていきたい。

答

障がい者への
就労支援について

　野良猫に去勢、不妊手術を施し、餌やりやトイレの
ルールを定めて管理する地域猫活動は、住民と野良猫
の共生を図る重要な取り組みである。これとは異なる
単なる餌やりが市内で横行している。この単なる餌や
り行為と地域猫活動が混同されないように活動中で
あることを目に見えて明確に区別できるようにできな
いか。

　現在、シーハットおおむらでのボランティ
アによる活動においては、単なる餌やりをさ

れている方との区別がつくように、ピンク色のビ
ブスを着用して活動してもらっている。地域猫活
動についても、そのような取り組みができないか、
県央保健所と相談していく。

答

地域猫活動と単なる
餌やりに明確な区別を

９月定例会では、20名の議員が質問を
行いました。主な内容をご紹介します。
（QRコードから各議員の一般質問の動画がご覧いただけます。）

● 索  引 ●
防犯・防災
生活・環境
福祉・医療・保健
産業・経済・労働

p8
p8～9
p9～11
p11～12

一般
教育・文化・スポーツ
都市整備
行財政・一般

p12～13
p14
p15～18

市政
質問

山口 弘宣 議員

髙見 龍也 議員久保 和幸 議員

竹森    学 議員中村 仁飛 議員

里脇 清隆 議員久保 和幸 議員



産業・経済・労働 産業・経済・労働

福祉・医療・保健 福祉・医療・保健

福祉・医療・保健 福祉・医療・保健

福祉・医療・保健 福祉・医療・保健

11 市議会だよりおおむら 10市議会だよりおおむら

市政一般質問

　12月２日以降、マイナンバーカードを持っていない、
または保険証をマイナンバーカードにひもづけしたく
ない方には資格確認書が届き、現行の健康保険証と
同じように使用できるとのことだが、資格確認書の有
効期限とその期限を迎えたらその後はどのようになる
のか尋ねる。

　大村市国保および後期高齢者医療の資
格確認書の有効期限は、所得情報による負

担割合等の切り替えが必要になることもあり、現
行の被保険者証と同様に最長１年間、翌年度の７
月までとしている。有効期限が過ぎた後は、本人の
申請によらず更新後の資格確認書を交付するた
め、これまでと変わらず医療を受ける
ことができる。

答

保険証廃止に伴う
今後の対応について

　高齢者が安心して暮らせるために、移動手段の確保
は重要な課題である。乗り合いタクシー等による地域
公共交通ネットワークの充実を図るとともに、運賃の一
部を助成するとした場合、定額助成、定率助成がいいの
か、本市にとってどのような手法がベストであるかを現
在検討されているところであるが、その進捗状況と課
題について尋ねる。

　高齢者等に対する交通費助成の導入につ
いて、現在、制度設計を行っているところで

あり、年齢などの具体的な対象要件を検討してい
る。制度の実施については、今回交通系ＩＣカードの
活用を検討しているところであるが、そのためには
一部の交通事業者の環境整備が必要になることやＩ
Ｃカードの利用登録が必要となることなどの課題が
ある。令和７年度中には導入できる方
向で進めていきたいと考えている。

答

高齢者の交通費助成
について

　小さな子どもとの暮らしに慣れていない会員の自宅
で預かる場合、子どもにとってリスクとなるような環境
のチェックは必須だが、それでも思わぬところにリスク
が隠れている場合がある。市のホームページに「預かり
は、会員の自宅など、子どもの安全が確保できる場所で
行います」とあるが「おむらんど」を預かり場所として利
用することは可能か。

　預かり場所については、会員の自宅など
児童の安全が確保できる場所とし、会員間

の合意により決定することとしている。本事業を実
施されている県内の他の自治体では、近くの公園
や公共施設などで預かりを行っているため、本市で
も同様の場所での預かりがあると想定している。お
むらんどの利用については、現在、調整を進めてい
るところである。なお、おむらんど以外
でも、こどもセンター２階の交流室や
和室を土日の預かりに利用できるよう
進めている。

答

ファミリー・サポート時の
預かり場所について

　新型コロナワクチンの健康被害救済制度の認定数
は令和６年８月22日時点で申請件数11,773件、認
定件数7,970件である。過去45年間の全ワクチンの
累計健康被害認定件数3,522件を大幅に上回ってお
り、新型コロナワクチン定期接種の実施に懸念があ
る。接種について、どのように考えているか市長の見
解を尋ねる。

　新型コロナウイルス感染症が５類感染症
に位置づけられたが、今年の夏場にも一時

的に流行したことから、高齢者や重症化リスクの
高い基礎疾患を有する方は、ワクチン接種に一定
の関心があると思っている。ワクチン接種につい
ては感染症に罹患した場合の重症化や後遺症の
可能性とワクチン接種による副反応
の可能性を本人が検討した上で判断
してほしいと考えている。

答

新型コロナワクチン
定期接種について

　保育現場におけるアレルギー対応給食のニーズが高
まっている。調理員の体制や加配支援の現状と課題を
どう認識しているか。さらなる支援策を提案するが、市
の考えは。また、保育士確保を目的とした就職祝金制度
の効果と、今後の継続について確認する。来年度まで
の3カ年と限定的であり、さらに延長するべきだと思う
が、市の考えは。

　園児の約10人に１人が食物アレルギーに該当
することなどにより、市内の認可保育所等、35施

設中17施設が調理員等の加配を行っているため、加配
部分に対する支援および現場の負担軽減のための支援
の検討が必要であると認識している。保育士等就職祝金
の効果については、市内施設の令和５年10月１日時点の
保育士の数が862人で、令和４年から39人、4.7％増加し
ている。また、アンケートにおいて90％が
祝金が市内の保育施設を選ぶ理由の一つ
になったと回答しており、令和８年度以降
も継続する方向で検討している。

答

保育現場の支援充実を！

　資材高騰、人手不足等の中で、中小企業等の産業振興策は
どのようになっているのか。農地減少と後継者不足の中で、
農業支援を含め、周辺地域の活性化策をどのように考えてい
るのか。大村市をどのようなまちにしたいと考えているのか。

　物価高騰等に伴う事業者、消費者支援は、こ
れまでも国の交付金を活用し実施している。ま

た、市内の中小企業の人材不足に対応するため、人材
育成や生産性の向上に資する補助金を創設してい
る。国や県においても、事業者の状況や課題に応じた
各種補助金や住宅ローン減税などの優遇措置等の支
援がある。農地の新たな整備には基盤整備が重要で
あるため、まずは、県が進めている荒瀬地区の基盤整
備の事業に対し、市としても協力していきたい。市内
の産業の振興を図ることでまちが活性化し、大村市総
合計画に掲げる「～行きたい、働きたい、
住み続けたい～しあわせ実感都市 大
村」の実現につながると考えているた
め、今後も取り組みを進めていきたい。

答

産業、農業振興策に
ついて

　漁獲高の減少と後継者不足は深刻な問題である。漁業
振興の観点で藻場育成の大村湾ＳＤＧｓプロジェクトは環
境保全課で行い、稚魚の放流などは農林水産振興課で
行っている。縦割り行政ではなく横の連携を取ったプロ
ジェクトチームを組んで、しっかりと予算を組み、本気で取
り組むことが必要だと思うが市長の方針を尋ねる。

　環境部門と農林水産業部門が連携してど
ういった取り組みができるかについては、漁

業者への聞き取りや県からの支援、県との協議も大
事になってくる。加えて、大村湾について大村市だ
けで取り組むのは限界があるため、大村湾全体とし
てどういう取り組みをしていくかということで、沿
岸自治体も関わってくる。そのため、今までの取り
組みを通して本気で本格的に取り組むことがどう
いった事業になるかということを、プ
ロジェクトの立ち上げも含めて協議を
していきたい。

答

漁業振興のプロジェクト
チーム立ち上げを求む

　高齢者の方々に対する移動手段の支援策については
常々議論されてきたが、市としてどのような支援を検討
し、いつから開始する予定なのか。また今後の事業開始
に向けてさまざまな協議を重ね、より良いサービスをつ
くり上げてほしいと思うが、この支援内容に結論づいた
市長の思いや意気込みを尋ねる。

　高齢者の交通費助成の導入については、
現在、制度設計を行っており、交通系のＩＣ

カードを配布する方向で検討しているが、具体的な
対象要件および金額はまだ決定していない。令和７
年度の早い段階での開始を考えている。支援策に
ついて、長年要望があっており、実現まで時間がか
かってしまったことを大変申し訳なく思っている。今
回は高齢者のみを対象とする支援策だが、交通弱
者は高齢者だけではないため、まずで
きることから始め、今後もさらなる検
討、拡充を進めていきたい。

答

高齢者に対する
交通支援策について

南波 伸孝 議員南波 伸孝 議員

永尾 髙宣 議員入江 詩子 議員

小林 史政 議員村崎 浩史 議員

松尾 祥秀 議員里脇 清隆 議員

り かん
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市政一般質問

　12月２日以降、マイナンバーカードを持っていない、
または保険証をマイナンバーカードにひもづけしたく
ない方には資格確認書が届き、現行の健康保険証と
同じように使用できるとのことだが、資格確認書の有
効期限とその期限を迎えたらその後はどのようになる
のか尋ねる。

　大村市国保および後期高齢者医療の資
格確認書の有効期限は、所得情報による負

担割合等の切り替えが必要になることもあり、現
行の被保険者証と同様に最長１年間、翌年度の７
月までとしている。有効期限が過ぎた後は、本人の
申請によらず更新後の資格確認書を交付するた
め、これまでと変わらず医療を受ける
ことができる。

答

保険証廃止に伴う
今後の対応について

　高齢者が安心して暮らせるために、移動手段の確保
は重要な課題である。乗り合いタクシー等による地域
公共交通ネットワークの充実を図るとともに、運賃の一
部を助成するとした場合、定額助成、定率助成がいいの
か、本市にとってどのような手法がベストであるかを現
在検討されているところであるが、その進捗状況と課
題について尋ねる。

　高齢者等に対する交通費助成の導入につ
いて、現在、制度設計を行っているところで

あり、年齢などの具体的な対象要件を検討してい
る。制度の実施については、今回交通系ＩＣカードの
活用を検討しているところであるが、そのためには
一部の交通事業者の環境整備が必要になることやＩ
Ｃカードの利用登録が必要となることなどの課題が
ある。令和７年度中には導入できる方
向で進めていきたいと考えている。

答

高齢者の交通費助成
について

　小さな子どもとの暮らしに慣れていない会員の自宅
で預かる場合、子どもにとってリスクとなるような環境
のチェックは必須だが、それでも思わぬところにリスク
が隠れている場合がある。市のホームページに「預かり
は、会員の自宅など、子どもの安全が確保できる場所で
行います」とあるが「おむらんど」を預かり場所として利
用することは可能か。

　預かり場所については、会員の自宅など
児童の安全が確保できる場所とし、会員間

の合意により決定することとしている。本事業を実
施されている県内の他の自治体では、近くの公園
や公共施設などで預かりを行っているため、本市で
も同様の場所での預かりがあると想定している。お
むらんどの利用については、現在、調整を進めてい
るところである。なお、おむらんど以外
でも、こどもセンター２階の交流室や
和室を土日の預かりに利用できるよう
進めている。

答

ファミリー・サポート時の
預かり場所について

　新型コロナワクチンの健康被害救済制度の認定数
は令和６年８月22日時点で申請件数11,773件、認
定件数7,970件である。過去45年間の全ワクチンの
累計健康被害認定件数3,522件を大幅に上回ってお
り、新型コロナワクチン定期接種の実施に懸念があ
る。接種について、どのように考えているか市長の見
解を尋ねる。

　新型コロナウイルス感染症が５類感染症
に位置づけられたが、今年の夏場にも一時

的に流行したことから、高齢者や重症化リスクの
高い基礎疾患を有する方は、ワクチン接種に一定
の関心があると思っている。ワクチン接種につい
ては感染症に罹患した場合の重症化や後遺症の
可能性とワクチン接種による副反応
の可能性を本人が検討した上で判断
してほしいと考えている。

答

新型コロナワクチン
定期接種について

　保育現場におけるアレルギー対応給食のニーズが高
まっている。調理員の体制や加配支援の現状と課題を
どう認識しているか。さらなる支援策を提案するが、市
の考えは。また、保育士確保を目的とした就職祝金制度
の効果と、今後の継続について確認する。来年度まで
の3カ年と限定的であり、さらに延長するべきだと思う
が、市の考えは。

　園児の約10人に１人が食物アレルギーに該当
することなどにより、市内の認可保育所等、35施

設中17施設が調理員等の加配を行っているため、加配
部分に対する支援および現場の負担軽減のための支援
の検討が必要であると認識している。保育士等就職祝金
の効果については、市内施設の令和５年10月１日時点の
保育士の数が862人で、令和４年から39人、4.7％増加し
ている。また、アンケートにおいて90％が
祝金が市内の保育施設を選ぶ理由の一つ
になったと回答しており、令和８年度以降
も継続する方向で検討している。

答

保育現場の支援充実を！

　資材高騰、人手不足等の中で、中小企業等の産業振興策は
どのようになっているのか。農地減少と後継者不足の中で、
農業支援を含め、周辺地域の活性化策をどのように考えてい
るのか。大村市をどのようなまちにしたいと考えているのか。

　物価高騰等に伴う事業者、消費者支援は、こ
れまでも国の交付金を活用し実施している。ま

た、市内の中小企業の人材不足に対応するため、人材
育成や生産性の向上に資する補助金を創設してい
る。国や県においても、事業者の状況や課題に応じた
各種補助金や住宅ローン減税などの優遇措置等の支
援がある。農地の新たな整備には基盤整備が重要で
あるため、まずは、県が進めている荒瀬地区の基盤整
備の事業に対し、市としても協力していきたい。市内
の産業の振興を図ることでまちが活性化し、大村市総
合計画に掲げる「～行きたい、働きたい、
住み続けたい～しあわせ実感都市 大
村」の実現につながると考えているた
め、今後も取り組みを進めていきたい。

答

産業、農業振興策に
ついて

　漁獲高の減少と後継者不足は深刻な問題である。漁業
振興の観点で藻場育成の大村湾ＳＤＧｓプロジェクトは環
境保全課で行い、稚魚の放流などは農林水産振興課で
行っている。縦割り行政ではなく横の連携を取ったプロ
ジェクトチームを組んで、しっかりと予算を組み、本気で取
り組むことが必要だと思うが市長の方針を尋ねる。

　環境部門と農林水産業部門が連携してど
ういった取り組みができるかについては、漁

業者への聞き取りや県からの支援、県との協議も大
事になってくる。加えて、大村湾について大村市だ
けで取り組むのは限界があるため、大村湾全体とし
てどういう取り組みをしていくかということで、沿
岸自治体も関わってくる。そのため、今までの取り
組みを通して本気で本格的に取り組むことがどう
いった事業になるかということを、プ
ロジェクトの立ち上げも含めて協議を
していきたい。

答

漁業振興のプロジェクト
チーム立ち上げを求む

　高齢者の方々に対する移動手段の支援策については
常々議論されてきたが、市としてどのような支援を検討
し、いつから開始する予定なのか。また今後の事業開始
に向けてさまざまな協議を重ね、より良いサービスをつ
くり上げてほしいと思うが、この支援内容に結論づいた
市長の思いや意気込みを尋ねる。

　高齢者の交通費助成の導入については、
現在、制度設計を行っており、交通系のＩＣ

カードを配布する方向で検討しているが、具体的な
対象要件および金額はまだ決定していない。令和７
年度の早い段階での開始を考えている。支援策に
ついて、長年要望があっており、実現まで時間がか
かってしまったことを大変申し訳なく思っている。今
回は高齢者のみを対象とする支援策だが、交通弱
者は高齢者だけではないため、まずで
きることから始め、今後もさらなる検
討、拡充を進めていきたい。

答

高齢者に対する
交通支援策について

南波 伸孝 議員南波 伸孝 議員

永尾 髙宣 議員入江 詩子 議員

小林 史政 議員村崎 浩史 議員

松尾 祥秀 議員里脇 清隆 議員

り かん
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産業・経済・労働

　新幹線フル規格促進協議会の主催するシンポジウムや
与党PTの会議などが開催され、市長も最前線で全線フル
規格に対する必要性を訴えられていると思うが、新大村
駅前における今後の整備内容と大村市への新幹線開業
効果を改めて確認すると同時に、全線フル規格に向けて
の取り組みについて尋ねる。

　今後は分譲マンションが秋に完成予定であ
り、新大村駅公園は令和７年の春に供用開始予

定である。開業効果としては新大村駅前のスーパーに
おいて１日平均2,000人以上の方が来店されるなど、新
大村駅周辺の交流人口の増加が挙げられる。また、新
大村駅周辺の人口が増加していることから、着実に開
業の効果が表れていると考えている。全線フル規格に
向け、与党検討委員会のヒアリングでは高速交通が整
い人口が増加していること、車両基地が観
光面でも効果を上げていること、新幹線に
は災害や人命救助などの命をつなぐ役割
もあるということなどを説明している。

答

新幹線西九州ルートの
フル規格化に向けて

産業・経済・労働

　今年の３月に大村市地域公共交通計画が策定された
が、交通政策室の現在の職員数に対して解決していく課
題が多いように感じる。長崎県交通局や県営バスの専門
職を登用し職員を増員して、一定期間配置するなどして
重点化し、課題解決に取り組むべきと考えるが、市長の考
えを尋ねる。

　課題が複数の分野に絡み合っているため、
一度課題を整理し、令和７年度は機構改革を

行うため、その中でどういった部署の再編と人員配置
が最も重要なのかということを検討していきたいと考
えている。

答

地域公共交通対策に
ついて

産業・経済・労働

　森林の経営や主伐・間伐といった管理方法などの計画
は分収林の経営管理計画のことだと理解をしているが、
この計画の中でいくつかあると思うが、代表的なもので
分収林を経営管理される組織の状況、森林組合の関わ
り、そして市の考え方など、その内容を尋ねる。

　今後も引き続き経営を希望する団体は、契
約満了後も契約更新を行い、継続した森林整

備に取り組む方針としている。契約更新を希望しない
団体は、基本的には全ての樹木を伐採した売却益を
もって、契約した分収割合に応じて契約を精算するこ
ととなる。契約解除後の森林は、市の直轄林として地
元の林業事業体の協力の下、適切な管理に努めてい
きたい。長崎南部森林組合大村支所とは分収林の経
営方針の検討における現地調査や意向調査などの委
託契約を行い業務に取り組んでいる。今
後も市有林および私有林の経営管理に
ついて協力いただきながら、適切な林務
行政に取り組んでいきたい。

答

分収林の管理の現状と
今後について

　近年、小中学校の先生方の精神疾患による病気休暇・
休職が増加している。私が視察したところ、昼の45分間
の休憩時間も教室で児童生徒を見守り、心身を癒す時間
を取りにくい実態が分かった。そこで、昼の見守り声掛け
補助員を雇用して先生方が英気を養い、午後から元気
いっぱいに授業に臨める環境をつくれないか。

　議員ご指摘の件について、特に小学校にお
いては判断能力が低い子どもたちを預かって

いるため、給食や昼休みの時間に監視の体制から外
すことは非常に難しいと思う。また、事故が起こった
場合は、教師の責任を問われるためなかなか離れら
れない。本年度新任採用された先生たちに意見を聞
いたところ、「昼休みも子どもたちと一生懸命遊びた
いが、暇がない」という意見が多かった。
見守り声掛け補助員の雇用については、
一つの提案としてしっかり受け止め、改
善に向けて真剣に考えていきたい。

答

小中学校で昼の見守り
声掛け補助員の雇用

　６月議会において体育館改修中の小中学校２校に試験
的に給水器を設置する方針を確認した。その際、全ての学
校に設置を要望したが、まずは試験的に設置してからと
の答弁であった。しかし一転、今議会で全小中学校に給水
器設置の予算が上げられている。大変うれしく思うが、こ
れに至る経緯と設置完了時期について確認する。

　６月議会での答弁後、昨今の記録的な猛暑
を受け、早急に全学校へまずは１台を設置する

べきと判断した。屋外の児童生徒も利用できるよう、
体育館の外部に設置したいと考えている。本定例会
において、冷水器設置に係る設計業務委託料を計上
しているため、承認されれば速やかに準備に取りかか
り、令和７年の夏に間に合うよう、次回定例会におい
て設置工事予算を計上できればと考えている。令和５
年度から改築工事や長寿命化改良工事
を進めている西大村中学校および放虎
原小学校については、令和７年３月ごろ
には使用が可能となる予定である。

答

全小中学校に給水器の
設置を！

　これまで石井筆子の顕彰、映画化について質問をして
きた。新紙幣が発行され、石井筆子と親交のあった「渋沢
栄一」「津田梅子」であるが、石井筆子との関係性はあまり
表に出ていない。石井筆子を中心とした顕彰に加えて、筆
子の父「渡辺清」、叔父「渡辺昇」など明治維新のストー
リーを歴史観光に生かし、全国に向かってアピールできな
いか。

　渡辺清・昇兄弟、本年７月に発行された新１万
円札の渋沢栄一と新５千円札の津田梅子との

関わりが深い石井筆子、千円札の北里柴三郎と関わ
りが深い長与専斎など、幕末から明治に活躍した大村
の偉人をより多くの皆さまに知ってもらえるよう歴史
資料館での展示をはじめ、これまで以上に市内外への
情報発信に努めていきたい。特に石井筆子について
は、来年度から中学校道徳の教科書「あ
すを生きる」の題材として取り上げられる
ことから、石井筆子の名前を全国区にす
る大きな力になるものと考えている。

答

大村の偉人の顕彰に
ついて

　特別支援教育を受ける児童生徒は2022年に約59.9
万人で、2012年の約2倍、小中学校の特別支援学級の在
籍数は2.1倍、通常の学級での在籍数は2.3倍だ。大村市
内の小中学校の特別支援学級の状況、特に知的障害・自
閉症・情緒障害学級と通級指導教室の状況、就学先決定
後の学級増設や補助員増員の予算確保状況はどうか。

　特別支援学級の数および在籍人数は小学
校14校に52学級、266人、中学校６校に21学

級、103人である。このうち、知的障害は小学校は21
学級、123人、中学校は９学級49人であり、自閉症・情
緒障害は小学校は24学級133人、中学校は９学級51
人である。通級指導教室は小学校４校、11教室で
143人、中学校２校、２教室で31人が通級している。
特別支援学級開設の際には、必要な備品等の購入希
望調査を行い、希望に添えるよう対応し
ている。補助員の配置についても配置希
望調査を行い、調整を行った上で配置し
ている。

答

特別な支援を要する
児童生徒について

　空港入り口の黒丸踊像は、なかなか立派である。しか
し、最初に作られた黒丸踊像がもっと勇壮であったことは
あまり知られていない。できてすぐに強風で壊れ、改修さ
れたからである。黒丸踊は、ユネスコ無形文化遺産に登録
された大村が誇る文化財である。現在のものは新大村駅
の公園に移設し、新庁舎に併せて新設すべきだ。

　黒丸踊像の移設や新たな設置については、
現在のものも非常に立派なものであり、現在

地に置くか、他に良い場所があるかなど、黒丸踊保存
会などの意見を聞きながら考えていきたい。

答

空港入り口の黒丸踊像を
新たに設置すべき

注2

村上 秀明 議員 小林 史政 議員

村上 秀明 議員髙見 龍也 議員

教育・文化・スポーツ教育・文化・スポーツ 教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ 教育・文化・スポーツ

竹森　学 議員永尾 髙宣 議員

入江 詩子 議員高濵 広司 議員
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産業・経済・労働

　新幹線フル規格促進協議会の主催するシンポジウムや
与党PTの会議などが開催され、市長も最前線で全線フル
規格に対する必要性を訴えられていると思うが、新大村
駅前における今後の整備内容と大村市への新幹線開業
効果を改めて確認すると同時に、全線フル規格に向けて
の取り組みについて尋ねる。

　今後は分譲マンションが秋に完成予定であ
り、新大村駅公園は令和７年の春に供用開始予

定である。開業効果としては新大村駅前のスーパーに
おいて１日平均2,000人以上の方が来店されるなど、新
大村駅周辺の交流人口の増加が挙げられる。また、新
大村駅周辺の人口が増加していることから、着実に開
業の効果が表れていると考えている。全線フル規格に
向け、与党検討委員会のヒアリングでは高速交通が整
い人口が増加していること、車両基地が観
光面でも効果を上げていること、新幹線に
は災害や人命救助などの命をつなぐ役割
もあるということなどを説明している。

答

新幹線西九州ルートの
フル規格化に向けて

産業・経済・労働

　今年の３月に大村市地域公共交通計画が策定された
が、交通政策室の現在の職員数に対して解決していく課
題が多いように感じる。長崎県交通局や県営バスの専門
職を登用し職員を増員して、一定期間配置するなどして
重点化し、課題解決に取り組むべきと考えるが、市長の考
えを尋ねる。

　課題が複数の分野に絡み合っているため、
一度課題を整理し、令和７年度は機構改革を

行うため、その中でどういった部署の再編と人員配置
が最も重要なのかということを検討していきたいと考
えている。

答

地域公共交通対策に
ついて

産業・経済・労働

　森林の経営や主伐・間伐といった管理方法などの計画
は分収林の経営管理計画のことだと理解をしているが、
この計画の中でいくつかあると思うが、代表的なもので
分収林を経営管理される組織の状況、森林組合の関わ
り、そして市の考え方など、その内容を尋ねる。

　今後も引き続き経営を希望する団体は、契
約満了後も契約更新を行い、継続した森林整

備に取り組む方針としている。契約更新を希望しない
団体は、基本的には全ての樹木を伐採した売却益を
もって、契約した分収割合に応じて契約を精算するこ
ととなる。契約解除後の森林は、市の直轄林として地
元の林業事業体の協力の下、適切な管理に努めてい
きたい。長崎南部森林組合大村支所とは分収林の経
営方針の検討における現地調査や意向調査などの委
託契約を行い業務に取り組んでいる。今
後も市有林および私有林の経営管理に
ついて協力いただきながら、適切な林務
行政に取り組んでいきたい。

答

分収林の管理の現状と
今後について

　近年、小中学校の先生方の精神疾患による病気休暇・
休職が増加している。私が視察したところ、昼の45分間
の休憩時間も教室で児童生徒を見守り、心身を癒す時間
を取りにくい実態が分かった。そこで、昼の見守り声掛け
補助員を雇用して先生方が英気を養い、午後から元気
いっぱいに授業に臨める環境をつくれないか。

　議員ご指摘の件について、特に小学校にお
いては判断能力が低い子どもたちを預かって

いるため、給食や昼休みの時間に監視の体制から外
すことは非常に難しいと思う。また、事故が起こった
場合は、教師の責任を問われるためなかなか離れら
れない。本年度新任採用された先生たちに意見を聞
いたところ、「昼休みも子どもたちと一生懸命遊びた
いが、暇がない」という意見が多かった。
見守り声掛け補助員の雇用については、
一つの提案としてしっかり受け止め、改
善に向けて真剣に考えていきたい。

答

小中学校で昼の見守り
声掛け補助員の雇用

　６月議会において体育館改修中の小中学校２校に試験
的に給水器を設置する方針を確認した。その際、全ての学
校に設置を要望したが、まずは試験的に設置してからと
の答弁であった。しかし一転、今議会で全小中学校に給水
器設置の予算が上げられている。大変うれしく思うが、こ
れに至る経緯と設置完了時期について確認する。

　６月議会での答弁後、昨今の記録的な猛暑
を受け、早急に全学校へまずは１台を設置する

べきと判断した。屋外の児童生徒も利用できるよう、
体育館の外部に設置したいと考えている。本定例会
において、冷水器設置に係る設計業務委託料を計上
しているため、承認されれば速やかに準備に取りかか
り、令和７年の夏に間に合うよう、次回定例会におい
て設置工事予算を計上できればと考えている。令和５
年度から改築工事や長寿命化改良工事
を進めている西大村中学校および放虎
原小学校については、令和７年３月ごろ
には使用が可能となる予定である。

答

全小中学校に給水器の
設置を！

　これまで石井筆子の顕彰、映画化について質問をして
きた。新紙幣が発行され、石井筆子と親交のあった「渋沢
栄一」「津田梅子」であるが、石井筆子との関係性はあまり
表に出ていない。石井筆子を中心とした顕彰に加えて、筆
子の父「渡辺清」、叔父「渡辺昇」など明治維新のストー
リーを歴史観光に生かし、全国に向かってアピールできな
いか。

　渡辺清・昇兄弟、本年７月に発行された新１万
円札の渋沢栄一と新５千円札の津田梅子との

関わりが深い石井筆子、千円札の北里柴三郎と関わ
りが深い長与専斎など、幕末から明治に活躍した大村
の偉人をより多くの皆さまに知ってもらえるよう歴史
資料館での展示をはじめ、これまで以上に市内外への
情報発信に努めていきたい。特に石井筆子について
は、来年度から中学校道徳の教科書「あ
すを生きる」の題材として取り上げられる
ことから、石井筆子の名前を全国区にす
る大きな力になるものと考えている。

答

大村の偉人の顕彰に
ついて

　特別支援教育を受ける児童生徒は2022年に約59.9
万人で、2012年の約2倍、小中学校の特別支援学級の在
籍数は2.1倍、通常の学級での在籍数は2.3倍だ。大村市
内の小中学校の特別支援学級の状況、特に知的障害・自
閉症・情緒障害学級と通級指導教室の状況、就学先決定
後の学級増設や補助員増員の予算確保状況はどうか。

　特別支援学級の数および在籍人数は小学
校14校に52学級、266人、中学校６校に21学

級、103人である。このうち、知的障害は小学校は21
学級、123人、中学校は９学級49人であり、自閉症・情
緒障害は小学校は24学級133人、中学校は９学級51
人である。通級指導教室は小学校４校、11教室で
143人、中学校２校、２教室で31人が通級している。
特別支援学級開設の際には、必要な備品等の購入希
望調査を行い、希望に添えるよう対応し
ている。補助員の配置についても配置希
望調査を行い、調整を行った上で配置し
ている。

答

特別な支援を要する
児童生徒について

　空港入り口の黒丸踊像は、なかなか立派である。しか
し、最初に作られた黒丸踊像がもっと勇壮であったことは
あまり知られていない。できてすぐに強風で壊れ、改修さ
れたからである。黒丸踊は、ユネスコ無形文化遺産に登録
された大村が誇る文化財である。現在のものは新大村駅
の公園に移設し、新庁舎に併せて新設すべきだ。

　黒丸踊像の移設や新たな設置については、
現在のものも非常に立派なものであり、現在

地に置くか、他に良い場所があるかなど、黒丸踊保存
会などの意見を聞きながら考えていきたい。

答

空港入り口の黒丸踊像を
新たに設置すべき

注2

村上 秀明 議員 小林 史政 議員

村上 秀明 議員髙見 龍也 議員

教育・文化・スポーツ教育・文化・スポーツ 教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ 教育・文化・スポーツ

竹森　学 議員永尾 髙宣 議員

入江 詩子 議員高濵 広司 議員
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　南部運動広場の海側に、下水道につなげる必要がな
く、くみ取り、電源不要の新型トイレ「トワイレ」を設置でき
ないか。この簡易トイレは、クレーン付きトラックで移動さ
せることも可能であり、災害時の緊急トイレとして活用で
きるため、人と環境に優しい取り組みとして実施できない
か見解を尋ねる。

　グラウンドなどのスポーツ施設のトイレにつ
いては、基本的に１施設当たり１つと考えてお

り、南部運動広場にトイレを新たに設置する考えは、
現在のところない。災害時にトイレが使用できない場
合の対応としては、マンホールトイレで対応をするこ
とを考えている。現在、市内の13の小中学校に計61
基のマンホールトイレを設置している。また、災害時応
援協定を締結している会社が所有しているトイレカー
の利用も考えている。議員ご提案のトイ
レについては、価格がおよそ2,600万円
と聞いており、設置については困難であ
ると考えている。

答

南部運動広場海側への
トイレの設置について

　本テニスコートにはナイター用の水銀灯が整備されて
いるが、夏場に悪臭を発する大量のカメムシやガが飛来
しプレーの妨げになるばかりでなく、首や腕をかまれて健
康被害も発生している。また、水銀灯の点灯に15～20分
の時間がかかる。そのため瞬時に点灯でき、かつ、防虫・
節電効果のあるＬＥＤへの改修を要望する。

　現在、公共施設等の照明については、計画
的にＬＥＤ照明へ切り替えを検討しているとこ

ろである。テニスコート照明設備については、スポー
ツ協会から防虫効果が高く、節電効果があり、瞬時に
点灯できるＬＥＤ照明への改修について要望いただい
ているため、他のスポーツ施設を含め、
計画的に、早期に整備ができるよう検討
を進めていきたい。

答

大村市営テニスコート
照明のＬＥＤ化を

　市スポーツ協会を通し陸上競技協会から公認競技場の
改修について要望が上がっている。スケジュールを含め
供用開始はいつごろになるのか。また、公認競技場は１種
から４種および４種ライトと５種類に分類されているが、ど
の種類を予定されているのか。さらに、その簡単な特徴に
ついて尋ねる。

　令和６年度に競技施設に係る実施設計および
建築物に係る基本設計を行い、その後、令和７年

度にかけて建築物に係る実施設計を行う予定である。
実施設計完了後から令和８年度にかけて改修工事を行
い、令和８年度末までに公認陸上競技場の認定を得て、
令和９年度初めの供用開始を目指して整備を進めた
い。本市の陸上競技場は第４種を予定しており、特徴と
しては収容人員の規定はなく、小規模な地域の競技会、
記録会が開催できる競技場となっている。
直走路が６レーン以上で、トラックとフィー
ルドは、３種が全天候舗装を要することに
対し、４種は土でも可となっている。

答

陸上競技場の改修に
ついて

　点字ブロックに関心を持ちながら歩いていると、点字ブ
ロックの破損やマンホールでの途切れ、建物側と道路側
が接続されていないこと、経年劣化し輝度が低下してい
るであろうものが多数見受けられる。現状での課題、問題
を把握するためにも、道路の点字ブロック整備状況、なら
びに設置状況・破損状況など点検は、どのように行ってい
るのか尋ねる。

　点字ブロックの維持管理にいては、日常の
パトロールでの点検や市民から通報のあった

箇所について、修繕などの維持補修を行っている。

答

点字ブロック整備に
ついて

　令和６年10月27日から長崎－ソウル便が運行を再開す
る。また令和７年５月１日は、長崎空港開港50周年になる。
令和７年度にこのソウル便を利用した「おおむら市民のつ
ばさ」を検討してはどうか。再開する国際定期路線の利用
促進に積極的に関わることも、空港所在市の大きな役割
と考えるが市長の見解を問う。

　おおむら市民のつばさは平成25年度を最
後に実施していないが、国際定期路線の利用

促進のためにも、積極的に関わることは非常に重要
だと考えている。実施するためには、行き先が韓国で
あれば県のソウル事務所等の協力が必要であるた
め、まずは県に相談したい。また、国際便
を定着させるには、一度きりではなく継
続的なアウトバウンドが重要だと考えて
いるため、県とともに進めていきたい。

答

ソウル便再開に伴う
「市民のつばさ」について

　公共施設の管理経費を補うネーミングライツについ
て、令和５年12月議会では新設する体育館や文化ホール
などでの活用について調査、研究をするとの答弁があっ
た。長崎市では令和６年度の４月から広く市の施設を対象
にネーミングライツの募集を行い、５月には４公共施設で、
年間330万円の５年間の契約が決定している。本市でも
積極的に検討すべき。

　ネーミングライツについては、令和６年２月
に副市長および部長級職員で構成する歳入対

策会議を開催し、導入する方向で進めている。企業側
のメリットとして、宣伝効果があり、新規施設や改修し
た施設がその効果が高いと考えられるため、今後、改
修を予定している陸上競技場や総合運
動公園多目的広場のほか、第２体育館や
文化ホールなども対象としながら進めて
いきたい。

答

ネーミングライツの
導入について

　新庁舎建設の基本設計書では、本体工事費約128億
円、関連する工事費、必要経費等を含め約180億円と示
された。今後、実施設計、工事契約を行い、令和10年度の
完成までは物価変動等で事業費の増額が推測される。さ
らに環境センター、屋内プール、市民文化ホール、武道館、
体育館の建設計画等で市財政が逼迫すると危惧する。

　中期財政見通しにおいて、令和７年度以降
のボートレース事業からの繰入金を見込まず

に試算しており、５年後の令和11年度でも、財政調整
基金等の４基金は枯渇しない見込みであるため、財源
的には可能であると判断している。しかし、近年の資
材費や労務費の上昇により、事業費も変動すること
から、建設時期が短期間に集中すると、財政運営や地
元発注の観点からも、その対応が難しくなる。そのた
め、大型建設事業の平準化を行い、直近
の経済情勢も考慮し、財政状況を踏まえ
ながら事業の実施に取り組む必要があ
ると考えている。

答

市役所新庁舎の建設に
ついて

　新庁舎建設に向け設計業務が進行している。当然では
あるが公用車・来庁者の駐車場は計画されている。市内
の事業所・個人病院・商店等では雇用主の責任として従事
員用の駐車場が確保されている。職員・非正規職員の駐
車場について協議検討を重ね、庁舎移転、供用開始まで
に通勤の不安をなくすよう雇用主の責任を果たすべき
だ。

　職員の駐車場については、県内の自治体の
状況を調査しており、令和５年12月には職員

向けに駐車場に係る意向調査を実施している。現在
と同様に駐車場の利用は有償ということで考えてお
り、新庁舎周辺の公共用地の利活用のほか、民間駐
車場の活用などの検討を進めている。

答

新庁舎移転における
職員駐車場について

晦日 房和 議員

都市整備 都市整備

都市整備 都市整備

山口 弘宣 議員晦日 房和 議員

堀内    学 議員

行財政・一般行財政・一般

行財政・一般行財政・一般

田中 秀和 議員田中 秀和 議員

水上　享 議員水上　享 議員

ひっぱく
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　南部運動広場の海側に、下水道につなげる必要がな
く、くみ取り、電源不要の新型トイレ「トワイレ」を設置でき
ないか。この簡易トイレは、クレーン付きトラックで移動さ
せることも可能であり、災害時の緊急トイレとして活用で
きるため、人と環境に優しい取り組みとして実施できない
か見解を尋ねる。

　グラウンドなどのスポーツ施設のトイレにつ
いては、基本的に１施設当たり１つと考えてお

り、南部運動広場にトイレを新たに設置する考えは、
現在のところない。災害時にトイレが使用できない場
合の対応としては、マンホールトイレで対応をするこ
とを考えている。現在、市内の13の小中学校に計61
基のマンホールトイレを設置している。また、災害時応
援協定を締結している会社が所有しているトイレカー
の利用も考えている。議員ご提案のトイ
レについては、価格がおよそ2,600万円
と聞いており、設置については困難であ
ると考えている。

答

南部運動広場海側への
トイレの設置について

　本テニスコートにはナイター用の水銀灯が整備されて
いるが、夏場に悪臭を発する大量のカメムシやガが飛来
しプレーの妨げになるばかりでなく、首や腕をかまれて健
康被害も発生している。また、水銀灯の点灯に15～20分
の時間がかかる。そのため瞬時に点灯でき、かつ、防虫・
節電効果のあるＬＥＤへの改修を要望する。

　現在、公共施設等の照明については、計画
的にＬＥＤ照明へ切り替えを検討しているとこ

ろである。テニスコート照明設備については、スポー
ツ協会から防虫効果が高く、節電効果があり、瞬時に
点灯できるＬＥＤ照明への改修について要望いただい
ているため、他のスポーツ施設を含め、
計画的に、早期に整備ができるよう検討
を進めていきたい。

答

大村市営テニスコート
照明のＬＥＤ化を

　市スポーツ協会を通し陸上競技協会から公認競技場の
改修について要望が上がっている。スケジュールを含め
供用開始はいつごろになるのか。また、公認競技場は１種
から４種および４種ライトと５種類に分類されているが、ど
の種類を予定されているのか。さらに、その簡単な特徴に
ついて尋ねる。

　令和６年度に競技施設に係る実施設計および
建築物に係る基本設計を行い、その後、令和７年

度にかけて建築物に係る実施設計を行う予定である。
実施設計完了後から令和８年度にかけて改修工事を行
い、令和８年度末までに公認陸上競技場の認定を得て、
令和９年度初めの供用開始を目指して整備を進めた
い。本市の陸上競技場は第４種を予定しており、特徴と
しては収容人員の規定はなく、小規模な地域の競技会、
記録会が開催できる競技場となっている。
直走路が６レーン以上で、トラックとフィー
ルドは、３種が全天候舗装を要することに
対し、４種は土でも可となっている。

答

陸上競技場の改修に
ついて

　点字ブロックに関心を持ちながら歩いていると、点字ブ
ロックの破損やマンホールでの途切れ、建物側と道路側
が接続されていないこと、経年劣化し輝度が低下してい
るであろうものが多数見受けられる。現状での課題、問題
を把握するためにも、道路の点字ブロック整備状況、なら
びに設置状況・破損状況など点検は、どのように行ってい
るのか尋ねる。

　点字ブロックの維持管理にいては、日常の
パトロールでの点検や市民から通報のあった

箇所について、修繕などの維持補修を行っている。

答

点字ブロック整備に
ついて

　令和６年10月27日から長崎－ソウル便が運行を再開す
る。また令和７年５月１日は、長崎空港開港50周年になる。
令和７年度にこのソウル便を利用した「おおむら市民のつ
ばさ」を検討してはどうか。再開する国際定期路線の利用
促進に積極的に関わることも、空港所在市の大きな役割
と考えるが市長の見解を問う。

　おおむら市民のつばさは平成25年度を最
後に実施していないが、国際定期路線の利用

促進のためにも、積極的に関わることは非常に重要
だと考えている。実施するためには、行き先が韓国で
あれば県のソウル事務所等の協力が必要であるた
め、まずは県に相談したい。また、国際便
を定着させるには、一度きりではなく継
続的なアウトバウンドが重要だと考えて
いるため、県とともに進めていきたい。

答

ソウル便再開に伴う
「市民のつばさ」について

　公共施設の管理経費を補うネーミングライツについ
て、令和５年12月議会では新設する体育館や文化ホール
などでの活用について調査、研究をするとの答弁があっ
た。長崎市では令和６年度の４月から広く市の施設を対象
にネーミングライツの募集を行い、５月には４公共施設で、
年間330万円の５年間の契約が決定している。本市でも
積極的に検討すべき。

　ネーミングライツについては、令和６年２月
に副市長および部長級職員で構成する歳入対

策会議を開催し、導入する方向で進めている。企業側
のメリットとして、宣伝効果があり、新規施設や改修し
た施設がその効果が高いと考えられるため、今後、改
修を予定している陸上競技場や総合運
動公園多目的広場のほか、第２体育館や
文化ホールなども対象としながら進めて
いきたい。

答

ネーミングライツの
導入について

　新庁舎建設の基本設計書では、本体工事費約128億
円、関連する工事費、必要経費等を含め約180億円と示
された。今後、実施設計、工事契約を行い、令和10年度の
完成までは物価変動等で事業費の増額が推測される。さ
らに環境センター、屋内プール、市民文化ホール、武道館、
体育館の建設計画等で市財政が逼迫すると危惧する。

　中期財政見通しにおいて、令和７年度以降
のボートレース事業からの繰入金を見込まず

に試算しており、５年後の令和11年度でも、財政調整
基金等の４基金は枯渇しない見込みであるため、財源
的には可能であると判断している。しかし、近年の資
材費や労務費の上昇により、事業費も変動すること
から、建設時期が短期間に集中すると、財政運営や地
元発注の観点からも、その対応が難しくなる。そのた
め、大型建設事業の平準化を行い、直近
の経済情勢も考慮し、財政状況を踏まえ
ながら事業の実施に取り組む必要があ
ると考えている。

答

市役所新庁舎の建設に
ついて

　新庁舎建設に向け設計業務が進行している。当然では
あるが公用車・来庁者の駐車場は計画されている。市内
の事業所・個人病院・商店等では雇用主の責任として従事
員用の駐車場が確保されている。職員・非正規職員の駐
車場について協議検討を重ね、庁舎移転、供用開始まで
に通勤の不安をなくすよう雇用主の責任を果たすべき
だ。

　職員の駐車場については、県内の自治体の
状況を調査しており、令和５年12月には職員

向けに駐車場に係る意向調査を実施している。現在
と同様に駐車場の利用は有償ということで考えてお
り、新庁舎周辺の公共用地の利活用のほか、民間駐
車場の活用などの検討を進めている。

答

新庁舎移転における
職員駐車場について

晦日 房和 議員

都市整備 都市整備

都市整備 都市整備

山口 弘宣 議員晦日 房和 議員

堀内    学 議員

行財政・一般行財政・一般

行財政・一般行財政・一般

田中 秀和 議員田中 秀和 議員

水上　享 議員水上　享 議員

ひっぱく



行財政・一般行財政・一般

行財政・一般行財政・一般 行財政・一般行財政・一般

市政一般質問
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　少子化が叫ばれる中、結婚を望む人の出会いの場を増
やすことが急務であると考える。５組に１組が同級生婚と
も言われているため、出会いの場の創設という点におい
て、同窓会を国の交付金を利用して、市が婚活事業として
行うことで、ここを底上げすることが有効だと思うが、市
の考えを問う。

　議員ご提案の事業については、現在、市が
取り組んでいる婚活事業とは別の角度からア

プローチできる内容であると感じる。婚活事業とし
て、同窓会を開催するということは、参加者に既婚者
が含まれるケースもあることや、カップルの成立、成
婚につながったかどうか等の効果検証が非常に困難
であると考えている。また、婚活としてではなく旧友と
の再会を楽しみたいという方もいるた
め、婚活事業の一環として市が事業化す
ることは難しく、市民の有志で行われる
ことが望ましいと考えている。

答

同窓会を婚活事業として
実施してはどうか

　記録的な暑さなどの環境変化、担い手不足、食の安全
保障等、農林水産業を取り巻く状況は厳しさを増してい
る。また、商工業関係を取り巻く環境も大きく変化し、新た
な取り組みが必要になっている。このような背景から産業
振興部を農林水産部門と商工業部門に分ける機構改革
を求めるが、次年度の組織体制について市長の見解を尋
ねる。

　これまで産業振興部の在り方と現在の課題
等について協議、検討を重ねてきており、産業

振興部においては商工部門と農林部門という形で分
けるように考えている。具体的な内容や機構改革の
在り方については、企画政策部など幅広く及んでいる
ところもあるため、全体の機構改革の見
直しの決定と合わせて、12月議会で示
せるように進めていきたい。

答

産業振興部の機構改革を
求める！！

　地域通貨「ゆでぴ」を導入し市民大清掃参加者にポイン
トを付与しているが、清掃は地域貢献活動でボランティア
だから不要との声もある。そこで、このポイントを公益的
な活動をする団体（子ども食堂・町内会・地域猫活動等）に
寄付できる機能を付加することで、新たなポイント獲得の
意義や誘因になると考えるが、市の見解を尋ねる。

　現在のシステムではポイントの送金や個人
から団体へのコインの送金はできない仕組み

である。また、システムの運営元である金融機関によ
ると、資金決済に関する法律によりデジタル地域通貨
は寄付目的で受け取った場合換金ができない。一方
で、支払いとして集めた寄付金の場合は、換金は可能
だが支払いの対価である商品やサービスを用意する
必要があるとのことである。議員ご提案の仕組みに
ついては、非常に良い取り組みであるた
め、他団体の事例などを参考に手法や法
的整理などについて、金融機関等と協
議、検討を行いたい。

答

ゆでぴポイント寄付機能で
しあわせ循環を！！

　新庁舎の他に体育館、文化ホール等の建設について説
明を受けたが、その他に整備予定はあるのか。また、それ
ぞれの財源および国の補助についてはどのようになって
いるのか。それらの整備を行うことにより、本来自治体が
行うべき他の業務に影響はないのか。

　環境センター整備事業の事業費207.6億円
の財源は、国県支出金60.8億円、地方債

124.5億円、一般財源等22.3億円を見込んでおり、
学校長寿命化計画の事業費154.9億円の財源は、国
県支出金15.9億円、地方債28.5億円、一般財源
110.5億円を見込んでいる。中期財政見通しでは、５
年後の令和11年度においても、財政調整基金等４基
金は枯渇をしない見込みであるため、現
在取り組んでいる事業に関しては、財源
的には可能であると考えている。

答

新庁舎等整備計画に
ついて

　市は５月に同性カップルに対し、内縁の夫婦（事実婚）に
準じた続き柄記載の住民票を交付した。住民基本台帳法
は、住民の記録を正確かつ統一的に行うよう求めており、
居住自治体で記載方法が違うのは問題である。さまざま
な社会保障の対象となる内縁の夫婦と同じ記載は事実婚
と混同されるなど、法の趣旨を逸脱した対応ではないか。

　住民基本台帳事務処理要領における住民
票の続き柄については、正確かつ統一的に行

うための十分な説明があるとは言えない。同性パート
ナーの続き柄に関してどのように記載するかは事務
処理要領に示されておらず、今回の件は法の趣旨か
ら逸脱しているものとは考えていない。もし、今回の
件で統一的に行う必要があるとするなら
ば、同性パートナーの続き柄はこのよう
に書くというふうに国が事務処理要領を
見直すことが必要と考えている。

答

住民票は法の趣旨に則って
交付すべき

　本市はボート事業から巨額の繰入金があるが、類似都
市と比べ財政硬直化が進んでいる。昨年の中期財政見通
しでは令和６年度から５年間で累積収支不足額が244億
円生じる見通しとなっている。今後、多数の大型建設事業
により、さらに財政悪化が懸念されるが、財政運営基本方
針では安易に基金補てんで解消する手法は限界があると
している。市長はこの問題をどう考えるのか。

　財政運営基本方針においてモーターボート
競走事業収益基金以外の３基金の目安を設け

ており、40億円としている。令和５年度末３基金の残
高は63億円であり、毎年この63億円を取り崩して財
政運営をしていくのであれば問題だが、これ以外の部
分でしっかり実行できる状況である。今後も３基金の
残高はしっかり注視をしていきたいと
思っており、現在は、持続可能で安定的
な財政運営をきちんと遂行できていると
考えている。

答

ボート事業に依存した
財政運営を見直すべき

　ｅスポーツの発展は、地域経済の活性化、関心の高い若
者の定住や移住の促進、高齢者の健康増進、また、教育分
野でもｅスポーツを通じて不登校やひきこもりから脱却
し、社会復帰するまでにとどまらず、プロチームと契約ま
で至ったという事例もある。ｅスポーツを活用した総合的
な町づくり構想の見解を求める。

　ｅスポーツは、教育や国際交流、介護や福祉、
医療のほか、地域活性化や観光振興、関係人

口創出などさまざまな分野で活用が期待でき、地域経
済やコミュニティの形成に寄与する可能性を秘めてい
ると考えている。研修などを通してその活用と効果等
をしっかりと理解していき、市民や市内事業所、高校や
大学等の教育機関、各種団体等との連携が重要と
なってくる。他自治体の先進的な取り組みを参考に、
いろいろな意見やアイデアなども取り入
れながら、高齢者の認知症・フレイル予防
や教育の場での活用など、ｅスポーツに
関する取り組みを検討していきたい。

答

ｅスポーツ活用について

　全国で生成ＡＩの導入が進み、行政サービスの向上や業
務効率化が期待されている。葛飾区や相模原市の事例を
参考に、ＡＩ活用による効率化を図るべきである。まず、官
民一体で理解を深める研修の実施、プライバシー保護や
適正利用を確保するためのガイドライン整備が急務であ
る。市の具体的な取り組み方針について尋ねる。

　本市においても、活用に向けた検討や取り
組みを進めていく必要があると考えており、生

成ＡＩのサービス事業者との協議や実証実験なども実
施している。現在は、活用する業務の範囲、費用対効
果、セキュリティ対策などについて、検討を進めてい
る。生成ＡＩを本格導入するには、職員の理解を深める
ための研修会の開催や職員が守るべきルール、効果
的な活用方法などをまとめたガイドラインを作成する
ことが必要不可欠であるため、今年度は
一般の方も参加できるセミナーの開催を
計画するとともに、ガイドラインの作成に
ついても検討を進めている。

答

生成AIで未来の行政へ！
効率化と質向上を実現せよ

松尾 祥秀 議員

行財政・一般行財政・一般

中村 仁飛 議員中崎 秀紀 議員

中崎 秀紀 議員

光山 千絵 議員光山 千絵 議員

村崎 浩史 議員 堀内    学 議員
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　少子化が叫ばれる中、結婚を望む人の出会いの場を増
やすことが急務であると考える。５組に１組が同級生婚と
も言われているため、出会いの場の創設という点におい
て、同窓会を国の交付金を利用して、市が婚活事業として
行うことで、ここを底上げすることが有効だと思うが、市
の考えを問う。

　議員ご提案の事業については、現在、市が
取り組んでいる婚活事業とは別の角度からア

プローチできる内容であると感じる。婚活事業とし
て、同窓会を開催するということは、参加者に既婚者
が含まれるケースもあることや、カップルの成立、成
婚につながったかどうか等の効果検証が非常に困難
であると考えている。また、婚活としてではなく旧友と
の再会を楽しみたいという方もいるた
め、婚活事業の一環として市が事業化す
ることは難しく、市民の有志で行われる
ことが望ましいと考えている。

答

同窓会を婚活事業として
実施してはどうか

　記録的な暑さなどの環境変化、担い手不足、食の安全
保障等、農林水産業を取り巻く状況は厳しさを増してい
る。また、商工業関係を取り巻く環境も大きく変化し、新た
な取り組みが必要になっている。このような背景から産業
振興部を農林水産部門と商工業部門に分ける機構改革
を求めるが、次年度の組織体制について市長の見解を尋
ねる。

　これまで産業振興部の在り方と現在の課題
等について協議、検討を重ねてきており、産業

振興部においては商工部門と農林部門という形で分
けるように考えている。具体的な内容や機構改革の
在り方については、企画政策部など幅広く及んでいる
ところもあるため、全体の機構改革の見
直しの決定と合わせて、12月議会で示
せるように進めていきたい。

答

産業振興部の機構改革を
求める！！

　地域通貨「ゆでぴ」を導入し市民大清掃参加者にポイン
トを付与しているが、清掃は地域貢献活動でボランティア
だから不要との声もある。そこで、このポイントを公益的
な活動をする団体（子ども食堂・町内会・地域猫活動等）に
寄付できる機能を付加することで、新たなポイント獲得の
意義や誘因になると考えるが、市の見解を尋ねる。

　現在のシステムではポイントの送金や個人
から団体へのコインの送金はできない仕組み

である。また、システムの運営元である金融機関によ
ると、資金決済に関する法律によりデジタル地域通貨
は寄付目的で受け取った場合換金ができない。一方
で、支払いとして集めた寄付金の場合は、換金は可能
だが支払いの対価である商品やサービスを用意する
必要があるとのことである。議員ご提案の仕組みに
ついては、非常に良い取り組みであるた
め、他団体の事例などを参考に手法や法
的整理などについて、金融機関等と協
議、検討を行いたい。

答

ゆでぴポイント寄付機能で
しあわせ循環を！！

　新庁舎の他に体育館、文化ホール等の建設について説
明を受けたが、その他に整備予定はあるのか。また、それ
ぞれの財源および国の補助についてはどのようになって
いるのか。それらの整備を行うことにより、本来自治体が
行うべき他の業務に影響はないのか。

　環境センター整備事業の事業費207.6億円
の財源は、国県支出金60.8億円、地方債

124.5億円、一般財源等22.3億円を見込んでおり、
学校長寿命化計画の事業費154.9億円の財源は、国
県支出金15.9億円、地方債28.5億円、一般財源
110.5億円を見込んでいる。中期財政見通しでは、５
年後の令和11年度においても、財政調整基金等４基
金は枯渇をしない見込みであるため、現
在取り組んでいる事業に関しては、財源
的には可能であると考えている。

答

新庁舎等整備計画に
ついて

　市は５月に同性カップルに対し、内縁の夫婦（事実婚）に
準じた続き柄記載の住民票を交付した。住民基本台帳法
は、住民の記録を正確かつ統一的に行うよう求めており、
居住自治体で記載方法が違うのは問題である。さまざま
な社会保障の対象となる内縁の夫婦と同じ記載は事実婚
と混同されるなど、法の趣旨を逸脱した対応ではないか。

　住民基本台帳事務処理要領における住民
票の続き柄については、正確かつ統一的に行

うための十分な説明があるとは言えない。同性パート
ナーの続き柄に関してどのように記載するかは事務
処理要領に示されておらず、今回の件は法の趣旨か
ら逸脱しているものとは考えていない。もし、今回の
件で統一的に行う必要があるとするなら
ば、同性パートナーの続き柄はこのよう
に書くというふうに国が事務処理要領を
見直すことが必要と考えている。

答

住民票は法の趣旨に則って
交付すべき

　本市はボート事業から巨額の繰入金があるが、類似都
市と比べ財政硬直化が進んでいる。昨年の中期財政見通
しでは令和６年度から５年間で累積収支不足額が244億
円生じる見通しとなっている。今後、多数の大型建設事業
により、さらに財政悪化が懸念されるが、財政運営基本方
針では安易に基金補てんで解消する手法は限界があると
している。市長はこの問題をどう考えるのか。

　財政運営基本方針においてモーターボート
競走事業収益基金以外の３基金の目安を設け

ており、40億円としている。令和５年度末３基金の残
高は63億円であり、毎年この63億円を取り崩して財
政運営をしていくのであれば問題だが、これ以外の部
分でしっかり実行できる状況である。今後も３基金の
残高はしっかり注視をしていきたいと
思っており、現在は、持続可能で安定的
な財政運営をきちんと遂行できていると
考えている。

答

ボート事業に依存した
財政運営を見直すべき

　ｅスポーツの発展は、地域経済の活性化、関心の高い若
者の定住や移住の促進、高齢者の健康増進、また、教育分
野でもｅスポーツを通じて不登校やひきこもりから脱却
し、社会復帰するまでにとどまらず、プロチームと契約ま
で至ったという事例もある。ｅスポーツを活用した総合的
な町づくり構想の見解を求める。

　ｅスポーツは、教育や国際交流、介護や福祉、
医療のほか、地域活性化や観光振興、関係人

口創出などさまざまな分野で活用が期待でき、地域経
済やコミュニティの形成に寄与する可能性を秘めてい
ると考えている。研修などを通してその活用と効果等
をしっかりと理解していき、市民や市内事業所、高校や
大学等の教育機関、各種団体等との連携が重要と
なってくる。他自治体の先進的な取り組みを参考に、
いろいろな意見やアイデアなども取り入
れながら、高齢者の認知症・フレイル予防
や教育の場での活用など、ｅスポーツに
関する取り組みを検討していきたい。

答

ｅスポーツ活用について

　全国で生成ＡＩの導入が進み、行政サービスの向上や業
務効率化が期待されている。葛飾区や相模原市の事例を
参考に、ＡＩ活用による効率化を図るべきである。まず、官
民一体で理解を深める研修の実施、プライバシー保護や
適正利用を確保するためのガイドライン整備が急務であ
る。市の具体的な取り組み方針について尋ねる。

　本市においても、活用に向けた検討や取り
組みを進めていく必要があると考えており、生

成ＡＩのサービス事業者との協議や実証実験なども実
施している。現在は、活用する業務の範囲、費用対効
果、セキュリティ対策などについて、検討を進めてい
る。生成ＡＩを本格導入するには、職員の理解を深める
ための研修会の開催や職員が守るべきルール、効果
的な活用方法などをまとめたガイドラインを作成する
ことが必要不可欠であるため、今年度は
一般の方も参加できるセミナーの開催を
計画するとともに、ガイドラインの作成に
ついても検討を進めている。

答

生成AIで未来の行政へ！
効率化と質向上を実現せよ

松尾 祥秀 議員

行財政・一般行財政・一般

中村 仁飛 議員中崎 秀紀 議員

中崎 秀紀 議員

光山 千絵 議員光山 千絵 議員

村崎 浩史 議員 堀内    学 議員
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市政一般質問

答

○髙見　龍也
アクセルとブレーキの踏み間違い防止装置購入への補助
金創設／自転車利用者のための歩道の段差解消／教員
の自宅持ち帰り残業時間の把握方法／令和５年度の小中
学校でのいじめ認知件数／他

○久保　和幸
新規就農者の経営開始までの支援、経営開始後の経営支
援、地域計画の策定状況、スマート農業の現状、補助条件
の緩和、今後の取り組み／犬猫の不妊・去勢手術の予算確
保、愛護団体の活動体制支援

○田中　秀和
公民館新築増改築等補助制度見直し／空港24時間化、
民営化／関係人口の拡大／地域幸福度指数の活用／避
難所運営訓練／情報インフラの強化／自立分散型電源整
備／休日出勤時のシェアワークスペース／他

○竹森　学
地域猫活動、小中学校での動物愛護精神育成／クーリン
グシェルターへの給水器設置／充電池やそれを使用した
電子機器の回収／マイナ保険証普及と利用促進／非正規
公務員の賃上げの遡及改定／他

○水上　享
市役所新庁舎建設／各部各課の職員定数／各種休暇の
取得／新庁舎移転における職員駐車場の確保／大村湾
の水質改善／認定農業者への育成支援／認定新規就農
者への支援／他

○南波　伸孝
新型コロナワクチン定期接種への見解、情報提供と周知
／マイナ保険証、資格確認書の有効期限／成年後見制度
／ポータルアプリ「おむすび。」進捗状況、みんなの予約ナ
ビサービス内容確認／他

○中村　仁飛
市民プールのスライダー設置、経済波及効果、ボートと絡
めた現在の市民プールの規模の維持／少子化の原因／
婚活事業としての同窓会／新庁舎のヒアリングループ

○中崎　秀紀
地方公務員「社会貢献型副業」、農業や部活動指導での副
業／産業振興部機構改革／指定クーリングシェルター、
民間施設設置、公民館の活用と冷房費補助／ゆでぴポイ
ント付与実績、寄付機能追加／他

○松尾　祥秀
新庁舎整備計画／大村駅周辺の再開発／産業・農業振興
策

○里脇　清隆
環境基本計画に沿った環境会議の開催／企業版ふるさと
納税の継続／漁業従事者の高齢化と後継者不足に対する
危機感／ふるさと納税のさらなる取り組み

○永尾　髙宣
スポーツを生かしたまちづくり／大村駅の歴史と景観を生
かした取り組み／大村市の水の増量の見込み、新たな水
源の取り組み／米作農業の現状と今後の継承／他

○入江　詩子
ファミサポ提供会員登録者数所感、おむらんどの使用、事
故発生時対応／地域福祉計画の留意点と公的サービス未
利用の高齢親と障がい者世帯の実態把握／特別な支援を
要する児童生徒への支援／他

○小林　史政
九州新幹線西九州ルートの整備促進／新庁舎をはじめ、
主な大型建設事業の今後／大学誘致のその後／公共交
通における利用者支援と利便性向上／ファミリー・サ
ポート

○村上　秀明
大村市地域公共交通計画における具体的な施策、ＭａａＳ
に関する情報発信、路線バスから予約型乗り合いタクシー
への転換のスケジュール／分収林の管理の現状と今後

○光山　千絵
同性カップルの住民票続き柄における記載経緯と影響、
住民基本台帳法、住民基本台帳事務処理要領、総務省の
回答／大型建設事業による財政への影響、財政運営基本
方針／空き家対策、空き家の現状

○山口　弘宣
市内スポーツ施設のオンライン予約の在り方／自転車政
策／漬物等加工施設および農産物直売所／在宅介護に
おけるケアラー（介護者）支援の取り組み

○晦日　房和
北部九州インターハイ、日本スポーツマスターズ2024長
崎大会／陸上競技場の改修、市営テニスコート照明のＬＥ
Ｄ化／新型コロナウイルス、手足口病／本市の協定、包括
連携協定例、個別協定例／他

○堀内　学
点字ブロックの設置状況、国道や県道での設置要望／中
学校での上履き（スリッパ）の災害時の避難における安全
性／ｅスポーツを不登校やひきこもり問題解消の一つとし
ての活用

○村崎　浩史
来年度に向けた行政組織の在り方、新体育館・文化施設の
整備に関する影響／旧楠本正隆屋敷庭園の活用、同性
カップルに発行した住民票をめぐる総務省との協議内容
および国に対する要望、働きかけの内容

○高濵　広司
新温水プール／野岳アスレチック施設の使用料／新体育・
文化施設等に係るスポーツツーリズム／新庁舎の分離発
注／県産材の活用／デジタルサイネージの導入／町内会
のごみ収集のマナー啓発／他

各議員が通告した質問項目は以下のとおりです。
行財政・一般令和6年12月定例会の予定

　従来の太陽電池よりもさまざまな形状で
使用でき、軽くて薄いペロブスカイト太陽電

池については、設計業者から、現段階で実証検証
中の素材であり、汎用的に量産販売されているも
のではないと確認している。そのため、現在の基本
設計段階で設置する計画はないが、商品化の状況
などを注視していきたい。

　新庁舎の屋上に太陽光発電パネルを設置することが決
まっている。旧来のシリコンを用いた太陽光発電である。
しかし、今やペロブスカイト太陽光発電が取って代わろう
としている。日本人が発明した画期的な発明で、最近は窓
と一体化した製品が市場に出ている。ぜひ、新庁舎全体
にペロブスカイト太陽光発電を導入すべきである。

高濵 広司 議員
29日（金）10時
　　　●本会議（議案審議・委員会付託）
　　　●一般会計予算決算委員会全体会（付託案件分担協議）

３日（火）～６日（金）10時
　　　●本会議（市政一般質問）
９日（月）10時
　　　●本会議（市政一般質問）
10日（火） ・ 11日（水）10時
　　　●委員会（付託案件審査）
　　　●一般会計予算決算委員会分科会（分担事項審査）
12日（木）13時
　　　●委員会（付託案件採決）
　　　●一般会計予算決算委員会分科会（分担事項意見集約）
17日（火）10時
　　　●一般会計予算決算委員会全体会（分科会審査報告・付託案件採決）
19日（木）10時
　　　●本会議（議案審議・委員会審査報告・採決）

※定例会の予定（日時等）は変更となる場合があります。
　11月26日（火）の議会運営委員会で決定します。

11月 NOV

12月 DEC

大村市議会では、本市の特色ある事業や取り組みについて、全国各地の議会からの行政視察の受け入れを行っていま
す。7月から9月までの受け入れ状況は、下記のとおりです。

7月4日

7月8日

7月9日

7月10日

7月16日

7月17日

7月29日

8月1日

8月6日

埼玉県八潮市議会

富山市議会

兵庫県伊丹市議会

神奈川県藤沢市議会

千葉県山武市議会

京都府舞鶴市議会

青森県平川市議会

静岡市議会

佐賀県神埼市議会

みらい会議８４０

厚生委員会

都市企業常任委員会

民主クラブ

議会運営委員会

公明党議員団

美郷会、日本共産党

自由民主党静岡市議会議員団

文教厚生常任委員会

こども未来館および保育コンシェルジュについて

しあわせ循環コミュニティ事業について

ボートレース事業および施設の概要について

しあわせ循環コミュニティ事業について

人口増加、移住定住に向けた取り組みについて

しあわせ循環コミュニティ事業について

市民交流プラザ「プラザおおむら」について

ヤングケアラーについて

eスポーツを活用した取り組みについて

4人

11人

11人

1人

9人

3人

8人

5人

8人

月日 議会名 委員会・会派名 人数 内容

他の議会からの行政視察受け入れ一覧

新庁舎にペロブスカイト
太陽光発電の導入を



19 市議会だよりおおむら 18市議会だよりおおむら

市政一般質問

答

○髙見　龍也
アクセルとブレーキの踏み間違い防止装置購入への補助
金創設／自転車利用者のための歩道の段差解消／教員
の自宅持ち帰り残業時間の把握方法／令和５年度の小中
学校でのいじめ認知件数／他

○久保　和幸
新規就農者の経営開始までの支援、経営開始後の経営支
援、地域計画の策定状況、スマート農業の現状、補助条件
の緩和、今後の取り組み／犬猫の不妊・去勢手術の予算確
保、愛護団体の活動体制支援

○田中　秀和
公民館新築増改築等補助制度見直し／空港24時間化、
民営化／関係人口の拡大／地域幸福度指数の活用／避
難所運営訓練／情報インフラの強化／自立分散型電源整
備／休日出勤時のシェアワークスペース／他

○竹森　学
地域猫活動、小中学校での動物愛護精神育成／クーリン
グシェルターへの給水器設置／充電池やそれを使用した
電子機器の回収／マイナ保険証普及と利用促進／非正規
公務員の賃上げの遡及改定／他

○水上　享
市役所新庁舎建設／各部各課の職員定数／各種休暇の
取得／新庁舎移転における職員駐車場の確保／大村湾
の水質改善／認定農業者への育成支援／認定新規就農
者への支援／他

○南波　伸孝
新型コロナワクチン定期接種への見解、情報提供と周知
／マイナ保険証、資格確認書の有効期限／成年後見制度
／ポータルアプリ「おむすび。」進捗状況、みんなの予約ナ
ビサービス内容確認／他

○中村　仁飛
市民プールのスライダー設置、経済波及効果、ボートと絡
めた現在の市民プールの規模の維持／少子化の原因／
婚活事業としての同窓会／新庁舎のヒアリングループ

○中崎　秀紀
地方公務員「社会貢献型副業」、農業や部活動指導での副
業／産業振興部機構改革／指定クーリングシェルター、
民間施設設置、公民館の活用と冷房費補助／ゆでぴポイ
ント付与実績、寄付機能追加／他

○松尾　祥秀
新庁舎整備計画／大村駅周辺の再開発／産業・農業振興
策

○里脇　清隆
環境基本計画に沿った環境会議の開催／企業版ふるさと
納税の継続／漁業従事者の高齢化と後継者不足に対する
危機感／ふるさと納税のさらなる取り組み

○永尾　髙宣
スポーツを生かしたまちづくり／大村駅の歴史と景観を生
かした取り組み／大村市の水の増量の見込み、新たな水
源の取り組み／米作農業の現状と今後の継承／他

○入江　詩子
ファミサポ提供会員登録者数所感、おむらんどの使用、事
故発生時対応／地域福祉計画の留意点と公的サービス未
利用の高齢親と障がい者世帯の実態把握／特別な支援を
要する児童生徒への支援／他

○小林　史政
九州新幹線西九州ルートの整備促進／新庁舎をはじめ、
主な大型建設事業の今後／大学誘致のその後／公共交
通における利用者支援と利便性向上／ファミリー・サ
ポート

○村上　秀明
大村市地域公共交通計画における具体的な施策、ＭａａＳ
に関する情報発信、路線バスから予約型乗り合いタクシー
への転換のスケジュール／分収林の管理の現状と今後

○光山　千絵
同性カップルの住民票続き柄における記載経緯と影響、
住民基本台帳法、住民基本台帳事務処理要領、総務省の
回答／大型建設事業による財政への影響、財政運営基本
方針／空き家対策、空き家の現状

○山口　弘宣
市内スポーツ施設のオンライン予約の在り方／自転車政
策／漬物等加工施設および農産物直売所／在宅介護に
おけるケアラー（介護者）支援の取り組み

○晦日　房和
北部九州インターハイ、日本スポーツマスターズ2024長
崎大会／陸上競技場の改修、市営テニスコート照明のＬＥ
Ｄ化／新型コロナウイルス、手足口病／本市の協定、包括
連携協定例、個別協定例／他

○堀内　学
点字ブロックの設置状況、国道や県道での設置要望／中
学校での上履き（スリッパ）の災害時の避難における安全
性／ｅスポーツを不登校やひきこもり問題解消の一つとし
ての活用

○村崎　浩史
来年度に向けた行政組織の在り方、新体育館・文化施設の
整備に関する影響／旧楠本正隆屋敷庭園の活用、同性
カップルに発行した住民票をめぐる総務省との協議内容
および国に対する要望、働きかけの内容

○高濵　広司
新温水プール／野岳アスレチック施設の使用料／新体育・
文化施設等に係るスポーツツーリズム／新庁舎の分離発
注／県産材の活用／デジタルサイネージの導入／町内会
のごみ収集のマナー啓発／他

各議員が通告した質問項目は以下のとおりです。
行財政・一般令和6年12月定例会の予定

　従来の太陽電池よりもさまざまな形状で
使用でき、軽くて薄いペロブスカイト太陽電

池については、設計業者から、現段階で実証検証
中の素材であり、汎用的に量産販売されているも
のではないと確認している。そのため、現在の基本
設計段階で設置する計画はないが、商品化の状況
などを注視していきたい。

　新庁舎の屋上に太陽光発電パネルを設置することが決
まっている。旧来のシリコンを用いた太陽光発電である。
しかし、今やペロブスカイト太陽光発電が取って代わろう
としている。日本人が発明した画期的な発明で、最近は窓
と一体化した製品が市場に出ている。ぜひ、新庁舎全体
にペロブスカイト太陽光発電を導入すべきである。

高濵 広司 議員
29日（金）10時
　　　●本会議（議案審議・委員会付託）
　　　●一般会計予算決算委員会全体会（付託案件分担協議）

３日（火）～６日（金）10時
　　　●本会議（市政一般質問）
９日（月）10時
　　　●本会議（市政一般質問）
10日（火） ・ 11日（水）10時
　　　●委員会（付託案件審査）
　　　●一般会計予算決算委員会分科会（分担事項審査）
12日（木）13時
　　　●委員会（付託案件採決）
　　　●一般会計予算決算委員会分科会（分担事項意見集約）
17日（火）10時
　　　●一般会計予算決算委員会全体会（分科会審査報告・付託案件採決）
19日（木）10時
　　　●本会議（議案審議・委員会審査報告・採決）

※定例会の予定（日時等）は変更となる場合があります。
　11月26日（火）の議会運営委員会で決定します。

11月 NOV

12月 DEC

大村市議会では、本市の特色ある事業や取り組みについて、全国各地の議会からの行政視察の受け入れを行っていま
す。7月から9月までの受け入れ状況は、下記のとおりです。

7月4日

7月8日

7月9日

7月10日

7月16日

7月17日

7月29日

8月1日

8月6日

埼玉県八潮市議会

富山市議会

兵庫県伊丹市議会

神奈川県藤沢市議会

千葉県山武市議会

京都府舞鶴市議会

青森県平川市議会

静岡市議会

佐賀県神埼市議会

みらい会議８４０

厚生委員会

都市企業常任委員会

民主クラブ

議会運営委員会

公明党議員団

美郷会、日本共産党

自由民主党静岡市議会議員団

文教厚生常任委員会

こども未来館および保育コンシェルジュについて

しあわせ循環コミュニティ事業について

ボートレース事業および施設の概要について

しあわせ循環コミュニティ事業について

人口増加、移住定住に向けた取り組みについて

しあわせ循環コミュニティ事業について

市民交流プラザ「プラザおおむら」について

ヤングケアラーについて

eスポーツを活用した取り組みについて

4人

11人

11人

1人

9人

3人

8人

5人

8人

月日 議会名 委員会・会派名 人数 内容

他の議会からの行政視察受け入れ一覧

新庁舎にペロブスカイト
太陽光発電の導入を



市政一般質問や定例会の内容など、
もっと詳しく知りたい方は
大村市議会のホームページをご覧ください。

編集・発行大村市議会
大村市玖島1丁目25番地
TEL.0957-52-3828大村市議会 検索

可読性の良い書体
を使用しています。

環境に配慮した植物油
インキを使用しています。

おおむら夏越まつりに参加しました。

市 議 会 だ よ り 編 集 後 記
　９月議会では令和6年度一般会計補正予算に対して、付帯決議が採択されました。市が社会福祉協議会に委託している福祉事業に関し、消費税が
かからないものとして処理されてきた過去５年分に対し、課税対象だったとのことで、市および社会福祉協議会でその責任に応じてそれぞれ、１,９００
万円、１,０００万円を負担するため、市の負担分が補正予算計上されました。
　予算決算委員会および厚生文教分科会で慎重な審査が行われました。この消費税相当額は、本来であれば市が負担すべきものであり、社会福祉
協議会を指導するべき立場にある市の責任は重い。全額市が負担すべきとの意見が大多数を占め、付帯決議がなされたものです。議会には予算の提
案権はありませんが、付帯決議を行うことで行政側に予算の計上を促すことができます。市の対応を期待します。　　　　　　　　　  （田中　秀和）
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今回の定例会は 6月12月

9月

◉市政一般質問  ２０名の議員が登壇し、市役所新庁舎、市民プール建設などについて議論◉市政一般質問  ２０名の議員が登壇し、市役所新庁舎、市民プール建設などについて議論

広報委員会 この広報紙は

　８月３日に開催された夏越まつり総踊りに「大村市議会連」として参加しました。1,000人を超える踊り手の皆さんと一緒に、
楽しく元気に踊りました。

● 委員長   水上  享     ● 副委員長  田中 秀和
● 委　員   久保 和幸　光山 千絵　高濵 広司　永山 真美　田中 博文
             古閑森 秀幸　山口 弘宣　村上 秀明

　 　
　

3月

表紙の写真は、8月８日に市議会議場において開催された、子ども議会の模様です。市内の小学生６名、中学生６名の計１２名が子ども議員として登壇し、市長をはじめ市の幹部に対し、
身近な問題からまちづくりに至るまで、幅広い分野について質問や提案を行いました。

本会議の様子を中継しています 大村市議会では、本会議の様子をさまざまなコンテンツで
中継しています。

おおむらケーブル
テレビ

11ch 76.3MHZ
FMおおむら

インターネット放送
（大村市議会ホームページ）

YouTube
公式チャンネル

当日の19時から
12chで再放送

一般質問のみ


